
第 3 回 ｢産科医療補償制度原因分析委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 1 年 4 月 2 1 日 ひく) 午後 4 : 3 0 ~午後 6 : 3 0

場所 : 日 本医療機能評価機構 大会議室

財団法人 日 本医療機能評価機構



○事務局 (山 田 )

失礼いた します。 本 日 はお忙 しい中 ご出席いただき ま して 、 ま こ と にあ り が と う ござい

ます。

委員会を開始いたす前に、 資料の確認をお願い申 し上げます。

まず、 委員の方の出欠の一覧表がございます。

次に 、 第 3 回原因分析委員会次第。 その下に、 議事資料がございます。

次に、 資料 と いた しま して 、 資料 1 か ら資料 6 までございます。

資料 1 が 、 N I C Uや新生児科等から の新生児期医療の情報収集について (お願い) の

文書でございます。

資料 2 が 、 診療体制等に関する情報提供 (案) でございます。

資料 3 が 、 原因分析に係る保護者様か ら の意見書について (ご協力のお願い) 第 1 報、

第 2 報、 これも案でございます。

資料 4 と いた しま して 、 仮想事例における原因分析報告書 (案) がございます。

資料 5 と いた しま して 、 原因分析報告書案作成マニュアル (平成 2 1 年 4 月 2 1 日 版)

と なっ てお り ます。

資料 6 と いた しま して 、 産科医療補償制度原因分析委員会規則 (平成 2 1 年 4 月 1 日 改

定) と なっ てお り ます。

また 、 資料以外に、 一番下のほ う だ と 思いますが、 第 4 回及び第 5 回産科医療補償制度

原因分析委員会の 日 程の調整表を配付させていただいてお り ますので、 よ ろ し く お願いい

た します。

それでは、 何人かの委員の方がお く れてい ら っ しゃいますけれ ども 、 ただいまか ら第 3

回産科医療補償制度原因分析委員会を開催いた します。

本田ま大変ご多忙の中 、 厚生労働省よ り 、 医政局、 佐原医療安全推進室長にオブザーバ

ー と して ご出席をいただいてお り ます。

それでは、 議事進行を これよ り 岡井委員長にお願い申 し上げます。 よ ろ し く お願いいた

します。

○岡井委員長

座ったままで失礼いた します。 委員の先生方はお忙 しい と こ ろ 、 ご出席いただき ま して 、

あ り が と う ご ざいます。

本 日 も議事が 6 議題用意 されてお り ますので、 要領よ く 有意義な審議を進めたい と 思い
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ますので、 よ ろ し く お願いいた します。

それでは、 次第に沿っ ていき たい と 思いますが、 第 1 議題が、 第 2 回原因分析委員会及

び第 3 回運営委員会。 これは、 その委員会で出た意見を整理 した こ と ですが、 事務局か ら

よ ろ し く お願い します。

○後技監

それでは、 本 日 の本体資料を ご ら んいただき ますよ う にお願いいた します。 本体資料の

1 ページか ら 4 ページまででご説明を させていただき ます。

最初に、 第 2 回原因分析委員会における主な意見を申 し上げま して 、 その後 、 その委員

会の中で出ま したご意見について、 確認事項やご報告事項な ど、 3 点ほ ど最後に申 し上げ

ます。

1 ページ 目 の ( 1 ) ｢第 2 回原因分析委員会における主な意見｣ でございます。

その最初は、 原因分析報告書案作成マニュ アルについて出た意見でございま して 、 1 つ

目 の0にな り ますけれども 、 マニュ アルはバ-ジ ョ ン管理を行 う と い う ご意見が ございま

した。

それか ら 、 診療体制等に関する情報提供と い う こ と で、 その下の 1 つ 目 の0ですが、 医

療安全体制に関する チェ ッ ク項 目 は、 医療法施行規則 と合わせてお く べき と い う ご意見や、

それか ら 、 医療法上の義務の範囲はチェ ッ ク項 目 と し、 義務でない部分は 自 由記載 と すべ

き である と い う ご意見や、 次、 2 つの○が同 じ よ う なご意見ですが、 医療安全の項 目 につ

いては、 安全を重視する組織文化があるか否かが問われている 。 患者 さ んたちは、 医療機

関が医療安全に関 して どのよ う に取 り 組んでいる のか知 り たい と い う ご意見。

そ して 、 次の○が 、 自宅や搬送中の分娩の場合、 どの医療機関が体制等の情報を出すか

明確化 したほ う がいい と い う ご意見。

そ して 、 脳性麻痺に特化 した簡便なも の と する ほ う が実効性がある と い う ご意見があ り

ま した。

それか ら 、 原因分析に係る保護者か ら の意見書についてであ り ますが、 最初の 3 つが関

連する ご意見です。

1 つ 目 が 、 保護者は記憶をた どる こ と が難しい と い う こ と で、 分娩機関か ら運営組織に

提出 された情報をも と に、 保護者側に情報提起を してほ しい。 そ して 、 どの よ う な こ と を

質問する のか、 事前に送付 してお く と よい と い う ご意見があ り ま して 、 次ですが、 運営組

織で経過をま と めて 、 それを保護者側に送付 して 、 そ して意見を出 しても ら う べき 。

-3-



次の○が、 意見を傾聴する姿勢が重要であ り 、 例えば、 用紙を送付 して 、 その後、 電話

をする よ う な仕組み と 体制に してほ しい 、 こ う い う ご意見がございま した。

そ して 、 一番下の0ですが、 保護者か ら全件意見の聞き取 り を行 う こ と は相当 に大変な

作業量 と な り 、 実現は困難と い う ご意見も あ り ま した。

続いて、 2 ぺ-ジに参 り ます。

最初の○が、 対立の構図にな ら ないよ う に留意すべき と い う ご意見。

2 つ 目 のご意見が、 原因分析報告書の公表についてですけれども 、 公法蕁を望む人 と 望ま

ない人がいる と い う こ と で、 考慮 してほ しい と い う ご意見があ り ま した。

次が 、 原因分析委員会における部会の運営についてであ り ますけれども 、 その下の 1 つ

目 の○で、 院内肋産所の事例について も 、 複数の助産師に よ り 審議すべき と い う ご意見。

次が 、 部会委員はなるべ く 全国か ら集めるべき と い う ご意見。

それか ら 、 次の○で、 年間スケジュールを決めてお く と よい と い う ご意見。

そ して 、 次の○で、 委員が 1 名 の職種については正 ･ 副をつけておいたほ う が よい と い

う ご意見があ り ま した。

続いて 、 N I C U等から の情報収集。 これは、 特に搬送されたケース にな り ますけれど

も 、 下に○が 5 つあ り ま して 、 どれもすべて関連がある ご意見です。

1 つ 目 の○が 、 N I C U等に搬送 されたケースは、 どの範囲の情報を求める のか明確に

してお く 必要がある と い う こ と と 、 2 つ 目 ですが、 N I C U等か ら届 く サマ リ -を診療録

に添付 して運営組織に提出する と い う こ と が第 1 段階 目 。 次が 、 情報が不足 していれば、

改めてN I C U等に問い合わせる と い う 、 こ う い う 2 段階構成が よい と い う ご意見。

次が 、 分娩機関がN I C Uか ら資料を入手して送る と い う こ と は負担 と なる ので、 患者

の許可を得て 、 当委員会がN I C U等に問い合わせるか、 患者 自 身で資料を入手すべき と

い う ご意見。

そ して 、 次が 、 運営組織が患者の同意を得てN I C U等へ協力を依頼すべき と い う ご意

見。

最後が、 十分な情報収集をする こ と についてルールを決めておいたほ う が よい と い う ご

意見があ り ま した。

以上が、 第 2 回の原因分析委員会における ご意見で して 、 第 2 回の原因分析委員会の後、

3 月 2 5 日 に第 3 回の運営委員会が開催 されま した。 そ こ で出た ご意見、 3 点を ご紹介い

た します。 ( 2 ) で ございます。



1 つ 目 の○ 、 2 ページの一番下にな り ますけれ ども 、 これは再発防止を見据えた ご意見

でございま して 、 分娩機関か ら の報告様式について、 な るべ く チェ ッ ク ボ ッ ク スで対応 し

て 、 最終的な と こ ろは 自 由記載の文章 と する のがよい と い う ご意見があ り ま した。

次、 3 ページに参 り ます。

1 つ 目 の○で、 報告書に加えて、 A 4 で 1 ページ程度、 エ ッセ ンス を添付 して 、 そ う い

う 報告書をつ く る と よい と い う ご意見がある一方で、 次の0ですが、 分娩に関連 した脳性

麻痺になる と い う こ と で、 類型も多 く な く 、 報告書は読めばわかる と 考え られ、 エ ッセ ン

ス は添付せず簡潔にやっ てい く こ と も必要だ と い う ご意見があ り ま した。

以上が、 会議で出た ご意見の ご紹介でございます。

次、 ( 3 ) であ り ま して 、 これは、 第 2 回原因分析委員会における意見に関連する事項で、

確認事項 と ご報告事項でございます。

まず、 ア ｢ 当院の管理下の分娩｣ と い う こ と について、 前回の会議で、 管理下 と い う の

は ど う い う 範囲を言 う のか と い う こ と でご議論があ り ま した。

そ こで、 ○ですけれ ども 、 ｢当院の管理下の分娩｣ 、 これについては、 第 2 回運営委員会

で示 した考え方に沿っ て整理してき てお り ます。 その考え方 と は と い う こ と で、 四角 く 囲

んだ部分がございます。 囲みの部分ですが、 ｢管理下 と は、 分娩機関が 自 ら の医学的管理の

下に分娩を取 り 扱った場合を指 し 、 複数の分娩機関が管理する場合は、 基本的に (分娩取

扱いの対価であ る ) 分娩料を徴収する分娩機関の管理下にある も の と して補償される もの

と 考え られる 。 ただ し、 自 宅や緊急搬送中の分娩等については、 関与する分娩機関、 娩出

時の状況等に従い、 児の不利益 と な ら ないよ う 、 個別に検討を行って決定する ｣ と お示 し

してお り ま して 、 その考え方で整理 してお り ます。

イ ですが、 N I C Uや新生児科等か ら の情報収集に関 しま して 、 その後行っ た対応の ご

報告でございます。

○で書いてあ り ますが 、 N I C Uや新生児科等に搬送された児の情報 と い う のは重要で

ございますので、 本年 4 月 に 、 すべての加入分娩機関に対 して 、 ｢N I C Uや新生児料等か

ら の新生児期医療の情報収集について (お願い) ｣ と い う 文書を送付 して、 周知いた しま し

た。 これが 、 本 日 の資料 1 にな り ます。 本 日 の資料 1 、 1 枚紙をご覧いただき ますよ う に

お願いいた します。

これは、 すべての加入分娩機関にあてたも のでございます。 下か ら 4 つ 目 の段落に 、 ｢ し

か しなが ら ｣ と い う 言葉で始ま る段落があ り ますが 、 こ こ に運営委員会と 原因分析委員会
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で新生児期医療の情報が重要だ と い う こ と でご指摘を受けま した と い う こ と が書いてあ り

ます。

そ して 、 それに続いて、 次の段落は下線が引いてある と こ ろであ り ま して 、 ｢N I C Uや

新生児料等へ児を搬送されたこ 国こ よ り 、 貴院にて新生児期の医療の情報を保持されてい

ない場合は、 搬送先の医療機関の協力を得て新生児期の医療に関する情報を搬送先の医療

機関か ら収集されて、 新生児期医療の診療経過のサマ リ ーの添付や診療録等に記載される

こ と について、 お願い申 し上げます｣ と い う こ と を書いてお り ます。

こ の よ う な文書をお送 り いた しま して 、 今後、 加入分娩機関だけではな く て 、 N I C U

や、 そ こ を管理する新生児科等の関連の団体に対 して も働き かけを行 う こ と と してお り ま

す。

そ して 、 本体資料の 4 ページをお願いいた します。 本体資料の 4 ページの ウでございま

すが、 原因分析委員会における部会の運営についてでございます。

1 つ 目 の○で、 部会の委員の う ち 、 論点整理やわか り やすい内容の報告書にする と い う

内容を担 う 弁護士についてであ り ますけれども 、 医療側 と 患者側があ り ますので、 その両

者をそろ える と い う こ と で、 各部会 1 名委員 と していま したが 、 当面は 2 名 の委員 と い う

こ と で運営を させていただければと 思ってお り ます。

そ して 、 2 つ 目 の0ですが、 小児科医 と 助産師、 これが委員 1 名 と い う こ と で、 前回の

会議まで申 し上げてお り ま した。 各部会に所属する委員に加えて、 3 名程度の委員をほか

に委嘱を して確保 してい く と い う こ と を考えてお り ます。 訂正させていただき ます。

それか ら 、 次ですが、 助産所の事例については、 複数の助産師の委員が審議に加わる と

い う こ と で、 院内肋産所の事例について も 同様に取 り 扱っ てい く と い う こ と と させていた

だき たい と 思っ てお り ます。

最後の0ですが、 各部会の委員の委嘱であ り ますけれども 、 関係学会等に、 現在、 委員

の推薦の要請を行っている と こ ろでございます。

以上でございます。

○岡井委員長

あ り が と う ございま した。 第 2 回の原因分析委員会 と 第 3 回の運営委員会で出た意見を

ま と めていただき ま して 、 そ こ で問題になった点に関 して 、 一部、 運営委員会か ら の回答

が出てお り ますが 、 ど う しま し ょ う 。 順番にいき ま し ょ う か。 前回の委員会で出た意見の

中でも 、 も う ち ょ っ と 時間かけて整理 したい。 今 日 、 結論を出 さ ないでまたやる と い う こ
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と があ り ますので、 それは残 しておき ます。 今 日 、 決着をつけたい と い う こ と で、 やれる

こ と か らやっ ていき たい と 思います。

ですか ら 、 3 ページの く 3 ) ｢意見に関連する事項｣ と い う のがあ り ますが 、 そ こで幾つ

か、 こ う い う こ と でやっていこ う と い う 提案が出ている 。 こ の部分を先に議論 していただ

きたい と思 う んですが、 あ と 、 ま た戻 り ますけれども 。 そ う します と 、 ( 3 ) のア ｢ 当院の

管理下の分娩｣ 。 これ、 質問の中では、 1 ぺ-ジの中 ごろ ｢診療体制等に関する情報提供｣

の中の○の下から 2 つ 目 、 ｢ 自 宅や搬送中の車中での分娩の場合、 どの医療機関が診療体制

等の情報を出すのか明確化 しておいた方が よい｣ 、 こ う い う こ と に関する考え方の基本にな

る こ と だ と 思います。 当院で管理 した分娩 と い う のは、 そ こ の括弧で囲われている よ う な

解釈で進め る と い う こ と 。 これに関 して 、 まず、 いかがで し ょ う か。 こ う い う ふ う に 、 運

営委員会の資料で出ている んです為 前に決めている 。

0上田理事

はい。

○岡井委員長

だか ら 、 これは こ のまま 、 こ の考えを適用 してい く と い う こ と でよ ろ しいですか。

○石渡委員

補足でよ ろ しいですか。

○岡井委員長

はい、 ど う ぞ。

○石渡委員

こ の四角で囲んでいる 中なんですけれども 、 基本的には、 分娩取 り 扱いの対価である分

娩料を徴収する と い う こと があ り ます。 と こ ろが 、 分娩料を払わない、 そ う い う ケース も

あろ う かと思 う んですけれ ども 、 そ の場合には、 これは ど う い う 関連になっ て く る んで し

ょ う か。 要する に 、 管理下でも 、 ち ょ っ と はっ き り しないよ う な状況で、 しかも 、 分娩料

の徴収ができ なかった よ う なケース については。

○岡井委員長

実際には払わない人がいた と して も 、 考え方 と しては、 どっ かが徴収を しているわけで

すよね、 払っ て く だ さ い と 。 言っている機関が、 自分たちが管理 した と い う 意識を持って

いる わけですか ら 、 そ う い う こ と で こ の話は進めてい く と い う こ と にな る ん じゃないか と 。

○石渡委員
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つま り 、 分娩費が払われたか払わないか別 と して……

○岡井委員長

ええ。 払っ て く だ さ い と請求 している施設は、 自 分たちが管理 したんだ と 言っ ている こ

と になる わけです表為 だと思いますが、 ど う で し ょ う 。 そ う い う のでよ ろ しいですか。

そ う い う 解釈でよ ろ しければ、 それでいかせていただき ますけれども 。

○水上委員

それと 、 も う 1 点 よ ろ しいで し ょ う か。

例えば、 日 本では、 大体、 ど こ ど こ で分娩する と い う 契約みたいな感 じで決めています

よね、 あ らか じめ。 と こ ろが 、 例えば、 北海道なんか、 たま にあ る んですけれども 、 本州

の方が、 夏休み、 お盆で、 三十二、 三週ごろ帰省 している と き に陣痛がついて しま っ て 、

駆け込みで、 救急車で、 しかるべき病院に運ばれる と いっ た場合には、 こ の場合は……。

○岡井委員長

これ、 だか ら 、 北海道の人が東京に旅行中に、 東京の どっかの病院で分娩 した ら 、 その

施設か ら請求を受けて分娩料を支払 う わけですか ら 、 そ こ が管理を した と い う こ と 々こ取 り

扱いま し ょ う と い う のが … … ･ 。

○水上委員

実際に分娩 した と こ ろ と い う ……

○岡井委員長

実際に分娩 した と こ ろ。 分娩料を徴収する分娩機関の管理下にある も の と 。

○水上委員

わか り ま した。

○岡井委員長

その前の管理に問題があっ た と い う こ と が 、 も し妊娠中の管理に問題があっ た と した ら 、

それはそれで問題にはな り ますが、 一応こ こ では、 管理下の分娩 と い う のはそ う い う 意味

である と解釈 しま し ょ う と い う こ と ですけ ど、 よ ろ しいです為 いろんなエク セプシ ヨ ナ

ルな状況、 出て く る かも しれませんが、 それはその事例ご と に 、 ど こ の管理下なんだ、 ど

こ が中心にその分娩を管理 した と 考える か と い う のはやっ ていける と 思いますので。

○上田理事

補足よ ろ しいですか。

○岡井委員長
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はい。

○上田理事

先ほ どか らお話 し していますよ う るこ 、 第 2 回の運営委員会でこ の よ う な考え方を示 させ

ていただき ま した。 最初の○の 3 行 目 ですが、 こ う いった考え方に基づいて、 基本的には

分娩機関において判断を行 う も の と 実務的に整理 してい く こ と をこ してお り ます。

また、 実際に 、 分娩機関が ど う 判断を していいのか と い う こ と があ る と 思いますので、

こ の枠組みの考え方を、 近 く ホームページに載せたい と考えてお り ます。

○岡井委員長

じゃ あ、 こ の件はそ う い う こ と で、 これか ら進めてい く と い う こ と に させていただき ま

す。

その次、 同 じ 3 ページのイ ですが 、 N I C Uや新生児科等から の情報収集に関 して。 こ

れは、 2 ページの中 ごろの ｢N I C U等か ら の情報収集｣ で意見が出てお り ま して 、 どの

範囲の情報を求める か明確に してお く 必要があ る と か、 意見がち ょ っ と 分かれているんで

すれ 患者さ ん側か ら資料を入手 して も ら う ほ う がいい と い う の も あれば、 運営組織のほ

う がやる んだ と かあるんですが、 こ ち ら の運営委員会の考え方 と しては、 分娩機関は申請

をする 、 請求をする …… 、 どっ ちだったかな。

○上田理事

分娩機関が申請 します。

○岡井委員長

申請をするんですか。

○上田理事

分娩機関が します。

○岡井委員長

申請をする分娩機関が、 こ う い う 情報は取 り 寄せるんだ と い う 考え方に立って 、 そのた

めに、 先ほ どお示 し したよ う な、 こ う い う 資料にある よ う な も のを分娩機関にお送 り して

おこ う と 、 そ う い う 話ですれ

○上田理事

第 1 段階はですれ

○岡井委員長

そ こ に関 しての ご意見があ り ま した らお聞き したいんですが。 例えば、 前回出た意見の
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中では、 0の 2 が今の話です為 0の 3 では、 分娩機関が問い合わせる のは負担である か

ら 、 患者 さ んに資料を と っ て も ら う か、 原因分析委員会がN I C U等に直接問い合わせる

か して く れ、 こ う い う 意見も あった し 、 そ の次の意見も 、 運営組織が患者の同意を得てN

I C U等へ、 協力を依頼すべき ですが、 協力を依頼する のは、 これはやれますね。

○上田理事

先生、 よ ろ しいですか。

○岡井委員長

はい。

○上田理事

前回、 こ の よ う なご意見をいただき ま したので、 新生児医療に係る学会に相談 してお り ま

す。 こ の よ う なご意見な どを踏ま えなが ら 、 関係団体 と も 、 具体的に ど う い う こ と ができ

る のか、 これか ら協議させていただいて、 その状況をご報告させていただき ます。 運営組

織が行 う のか、 あるいは患者が行 う のか、 当初、 私 ども 、 分娩機関が行 う と お話 し しま し

たけれども 、 それはなかなか難 しい と の ご意見が ございま した。 それで、 こ の よ う に書か

れています。 ですか ら 、 情報の範囲や方法な ど そこついて 、 新生児医療の関係学会 と も協議

させていただいて、 具体的に どの よ う に進める かについては、 私ど も の宿題に させていた

だいて、 次回以降、 ご審議を していただきたい と思っていますけれども 。

○岡井委員長

そ う ですか。 こ こ に書いてある意見で少 し違 う と こ ろ 、 今 日 、 調整 して しま って、 決め

ちゃっ たほ う がいい と 思っ たんですけれどン為 例えば、 3 つ 目 の0にある 、 患者の許可を

得て当委員会がN I C U等に問い合わせる 、 あ るいは、 患者さ ん 自 身で資料を入手すべき

っ て 、 これはち ょ っ と採用でき ないかな と 私個人は思っていて 、 やは り 第 1 ステ ッ プ と し

ては、 申請をする分娩機関にやって も ら う 。 そ こで、 何か問題があって十分な情報が得ら

れない と い う こ と で、 これは ど う して も必要だ と い う こ と であれば、 場合によ っ た ら 、 原

因分析委員会か ら直接、 新生児を受け入れた、 例えば、 N I C U と か、 そち ら の機関に問

い合わせる と い う こ と も第 2 ステ ッ プ と してはある と 。 そんな と こ ろでいいん じゃないで

すかね こ こ 、 患者さ んに と って も ら う と い う こ と も あ り 得る と い う こ と で、 いろいろ議

論 した り 中身を検討する と 手間かかるだけなので、 も う 、 それ決めちゃいたい と 思います。

その点に関 していかがですか。

○石渡委員

‐ l o-



今、 岡井委員長が言われた よ う &こ 、 医事紛争の委員会の中でも 、 これ、 時々 出て く るん

ですれ 医療瀬月か ら 、 要する に分娩機関か ら 出た資料だけ じゃ不十分で、 N I C Uの資料

が知 り たい と 。 その と き に 、 N I C Uのほ う か ら 、 これは患者の個人的なプライ バシーの

こ と じこ もかかわる ので、 その許可を得 られない と 出せない と い う 、 そ う い う こ と も あ るん

です。 ただ、 状況に よ っ ては提出 して く れる N I C U も あ る し、 そ う でないN I C U も あ

る ので、 今、 委員長が言われた と お り 、 その 2 段階の考えでいいん じゃないか と 思います

けれども 。 も し、 資料を提出 していただけない場合には、 運営組織か ら 目 的を話 して 、 資

料を提出 して く だ さ い と 、 そ う い う 考えでいいん じゃないか と 思いますけれども 。

○岡井委員長

少な く と も 、 患者 さ んにやっ て も ら う と い う のは大変なこ と なので、 これはち ょ っ と無

理だ し、 できれば避けたい と 思 う んですれ

○岡本委員

助産所でもやは り 同 じよ う な こ と があ り ま して 、 報告 と い う か、 経過をいただける場合

と いただけない場合があ り ますので、 今、 委員長が言われた よ う に、 いただけない場合の

こ と も多少想定 して……。

○岡井委員長

それは、 そ う い う 場合も ある と い う こ と で、 原因分析委員会が直接乗 り 出す と 。

○岡本委員

はい。 その段階でやっていただければ と 思います。

○岡井委員長

ほかに、 何か、 こ の件に関 して ご意見。 ど う ぞお願い します。

○水上委員

その際に、 統一 したフォームカギ可かをつ く ってお く ので し ょ う か。

○岡井委員長

それが最初に出ている意見なんですけれども 、 それについては、 次のステ ッ プで考えて

もいいんですよれ ただ、 やっ ぱ り ケ-ス ･ バイ ･ ケースで、 知 り たい情報 と 、 こ こ まで

わかればいい と い う ケース も ある と思 う ので、 どの よ う にする かですが、 それはまた、 次

のステ ッ プでいいですか。 最初に ど こが問い合わせて、 情報を入手するか と い う こ と に関

しては、 これで決め させて も ら っ て よ ろ しいですか。 異論がなければ。

○隈本委員
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1 つ。 まず、 患者 さ んの診療情報なので、 第一義的には患者さ んに権利がある と 思 う ん

ですれ その取 り 扱いについて決める権利が。 だか ら 、 そ う い う 意味では、 N I C U等の

2 次的な診療機関が、 出すか出 さ ないか裁量で決めている のが現状だし 、 それに対応する

ために 、 だめだった場合には当委員会か ら質問をする と い う 形式でやる こ と 自 体はいい と

思 う んですが、 一番大事なポイ ン ト は、 診療情報の持ち主である本人に了解を と る と い う

こ と なんだ と 思 う んですが。 了解を と った上で、 ど う い う 手続を と る分についてはいい と

思 う んですよ 〕為 任意で提出 して も ら って 、 それを我々 が入手する 。 それか ら 、 我々 がお

願い して入手する 。 ど う い う 形式でもいい と思いますが、 基本的には情報は患者さ んのも

のですので、 ぜひそ こ は、 患者 さ んの了解を と る と い う プロセス を省略 しないでいただけ

ればな と 。

○岡井委員長

ち ょ っ と いいですか。 こ う い う こ と で、 例えば、 私の子供が、 委員会で脳性麻痺になっ

た原因を分析 しても ら う と い う こ と と あわせて、 も ち ろん補償金を も ら う わけですよね、

医療補償制度。 その と き に 、 私は、 自分の子供の資料、 ど う い う 医療を受けたか、 ど う い

う 病状であっ たか と い う こ と の情報は提雄共 しませんよ 。 しか し、 お金だけ く だ さ い と い う

こ と はあ り 得る んですか。

○隈本委員

いや、 それはあ り 得ない と 思います。

○岡井委員長

そ う で し ょ 。 だか ら 、 こ う い う こ と を請求する 、 産科医療補償制度でお金を補償 して く

だ さい と 言っ て 、 それか ら 、 も う 一つは、 原因分析もやっ て く ださ い と 言っている わけで、

であ る限 り 、 そ こ ら辺にそんなに こ だわ ら な く て も 、 当然……。

○隈本委員

暗黙の了解だか ら ……

○岡井委員長

了解でもいい し、 最初に も ち ろん請求する と き には、 使わせて も らいますよ と 書いて も

いい と 思 う んですけ どメ為

○鈴木委員

その線だ と 思います。

○岡井委員長
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入れておけばいいわけですね

○鈴木委員

個人医療機関に送られた場合に、 申請の と き に 、 その も のを請求する と い う こ と は、 約

款上、 妊婦が了解 した と い う 手当てを しておけばいいだけの話だろ う と 思 う ので、 今、 隈

本委員が言ったのは、 やっ ぱ り 妊婦の意思 と 無関係にやれるんだ と い う 仕組みに しないほ

う がいい と い う こ と だろ う と思 う ので、 約款上、 承諾を と ってお く と い う 。 最近の医療機

関では、 診療記録を研究に使 う と かい う こ と も事前に了解を と っている と い う と こ ろ も あ

り ますので、 そ う い う 個人情報管理を してお く と い う こ と だろ う と 思いますけれ ども 。

○上田理事

その辺、 工夫 させていただき ます。

○岡井委員長

それは、 そ う い う こ と で了解は と っ てお く と 。 ほ と ん どの人が、 ノ ー と は言わないはず

であって。 ですか ら 、 今言った手順でいいわけですね。

○上田理事

はい。

○岡井委員長

じゃ あ、 申請を出 した分娩機関が、 原則、 情報を取 り 寄せて出す と 。 それで不十分な場

合は、 第 2 ステ ッ プ と して 、 こ の委員会が乗 り 出 してい く と い う こ と でいいですか。

そ う する と 、 中身のチェ ッ ク はまた 1 回整理する と い う ので、 N I C Uか らの情報収集

に関 してはこれで、 終わ り に します。

そ う する と 、 次が 、 原因分析委員会における部会の運営について、 今、 ご説明があ り ま

したが 、 こ の点いかがで し ょ う か。 当面、 弁護士さ んはお二人いて も らお う と い う の と 、

それから 、 も と も と 委員が 1 名 と なっ ている部門に関 しては、 小児科 と 助産師ですね

○後技監

助産師は 3 名です。

○岡井委員長

3名 、 一応用意 してお く と い う こ と ですれ 4ぺ-ジの ウの と こ ろの 4 つの項割こ関 し

て 、 ご意見ございますで し ょ う か。 これでよ ろ しければ、 こ う い う こ と でい く と 。

○上田理事

先生、 よ ろ しいですか。 補足ですが、 も と も と 、 助産所の事例については、 複数の助産
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師の委員が審議を行 う と い う こ と でございま した。 したがいま して 、 各部会に 1 名ずつの

助産師の委員に加えて、 こ の部会に属 さ ない助産師を委員に委嘱 して 、 その方が審議を行

う 部会に参加する こ と を考えています。 そ う します と 、 助産師の場合、 部会に属 さ ない方

が 3 人ほ どお られますか ら 、 こ の部会で 1 名欠席 と い う こ と にな る よ う な と き には、 こ の

3 人の う ちのだれかが、 その方にかわっ て審議に加わる こ と が考え られます。 今 日 、 ご都

合悪 く て ご欠席された板橋先生か ら 、 小児科医については、 正 ･ 副の委員にする と 、 同 じ

よ う なご指摘があ り ま したが 、 正 ･ 副 と な り ます と 、 1 2 人の委員 と い う こ と にな り ます

ので、 各部会の 6 人の委員に加えて、 助産師 と 同 じ よ う に 、 各部会に所属 されない委員を

3 人ほ ど委嘱 して、 ど う して も小児科医の委員が ご都合悪い と き には、 その方が、 審議に

加わっ ていただ く こ と で整理させていただき ま した。 先生方のご意見をいただき たい と 思

っています。

○岡井委員長

今の こ と ですけれども 、 ご意見ございますで し ょ う か。

最初に、 部会は案を出すんだ と い う こ と を言っ ていたんですが、 そ う じゃな く て、 部会

で報告書に して も らお う と 。 それを 、 最終的に本委員会で承認する 、 あ るいは、 場合に よ

った ら却下する こ と も あ るかも しれない し 、 こ ち らで修正を加えた り する こ と も あ る かも

しれないですが、 一応、 報告書 と して出 して も ら う と い う こ と にな り ます と 、 そ こで しっ

か り やって も らわない と いけないので、 こ の辺の委員も問題ないよ う に しておき たい と い

う こ と だ と 思いますが。 弁護士 さ んはお二人入っていただ く 。 それか ら 、 小児科の先生、

助産師 さ んも必ず 1 人入っ て も ら う よ う に 、 も し もの と き には、 だれかがかわ り に出れる

よ う に してお こ う と 。 院内助産所も助産所と 同 じ扱い と い う 、 これもいいですれ よ ろ し

ゅ う ございますか。 院内助産所と い う のは、 ち ょ っ と 余談になっ ちゃ う か らいいか。 日 本

産婦人科学会では、 も う ち ょ っ と別の言葉に し よ う と 言っている んですよれ

○石渡委員

院内助産システム。

○岡井委員長

これ、 ど う します ? そ っ ち に変えておき ますか。

○岡本委員

そ う ですね。 今、 そ う い う 方向で論議が進んでいる ので、 変えていただいて もいいか と

思います。
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○岡井委員長

じゃ あ 、 院内助産システム と い う ふ う るこ 、 ち ょ っ と こ こ は変更 させていただき ます。

○松田委員

院内助産システムで発症 した症例は、 病院のほ う か ら 出て く る んですか。

○岡井委員長

それは、 病院管理で し ょ う 。 院内ですか ら 。

○松田委員

先ほ どの 、 管理下の分娩 と い う こ と はそ う い う こ と ですれ

○岡井委員長

施設ですか ら 。

○松田委員

施設です黄熟

○岡井委員長

その中の 1 つのシステムなので、 施設が対応 します。 申請をする こ と &こな り ます。

○松田委員

わか り ま した。

○岡井委員長

あ と は、 委員の推薦の こ と はいい。 そ う する と 、 こ の ウ に関 しては、 本 日 の委員会でご

承認いただいた と い う こ と で よ ろ し ゅ う ございますか。 あ り が と う ございま した。

そ う する と 、 第 2 回の原因分析委員会 と第 3 回の運営委員会の意見で、残っ ている のが 、

最初のバージ ョ ンの管理、 これもいいです鼻為 これはも う こ のままいこ う と い う こ と で。

○上田理事

はい。 今 日 の資料の報告書案作成マニュ アルを、 平成2 1年 4 月 2 1 日版 と い う 形に させ

ていただいています。

○岡井委員長

これは、 委員の どなたかか ら ご指摘いただいたこ と だっ た と 思いますが、 これはオーケ

ーでい く と決ま り ま した。 バ-ジ ョ ンア ップ してい く こ と があ り ますよ と い う こ と 。

それか ら 、 も う 一つ、 その次の診療体制等に関する !情報提供に関 しま しては、 こ の後で

また出ますので、 こ こ の意見の幾つかの部分は、 そ こ でま た議論になる と 思います。

それか ら 、 原因分析に係る保護者か ら の意見についても 、 ま た 、 こ の後 、 整理が されて
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いますので。

部会の運営に関 しては、 今の回答で大体終わ り ま したれ

1 つ 、 残 しておきたい と い う のが 、 2 ぺ-ジの上の 2 つの○の う ちの下のほ う ですれ

公表を望まない人の こ と も考慮 してほ しい。 これは、 先ほ ど、 隈本先生か ら も あっ た 、 そ

う い う 人たちの権利 と い う こ と で、 今 日 は時間がないので、 こ の件は残 しておいて、 次の

回でも こ の件はディ スカ ッ シ ョ ン したい と い う こ と で置いておき ます。 それで、 部会の運

営は済んでいる 。

と い う こ と で、 今 日 の 1 番 目 の 1 ) の議事に関 しま してはこ こ で一たん閉めま して 、 次

の 2 川こいき たいと思いますが 、 よ ろ し ゅ う ございますか。 議事、 た く さ んあ り ますので。

次は、 診療体制等に関する情報提供。 これに関 しては、 前回、 最初の案を出 させていた

だいて 、 いろいろ と ご議論いただき 、 ご指摘いただいています。 それに沿って修正 した と

こ ろを 、 主にお願いでき ますか。

○後技監

それでは、 本 日 の資料 2 でございます。 診療体制等に関する情報提供と い う こ と で、 主

な修正点を中心にご説明 させていただき ます。

これまで何度かご議論いただき ま して 、 さ ら に分娩機関に対して も 、 こ の文書を発送す

る スケジュ-ルも ございますので、 できれば、 本 日 、 確定できれば と 思ってお り ます。

まず 1 ページ 目 ですけれども 、 こ こ は、 修正点は下線を引いてお り ます。 特に 、 中 ほ ど

か ら少 し下に 、 ｢周産期医療体制｣ と い う と こ ろを修正 してお り ますが、 これは、 前は ｢産

科医療体制｣ であったものを ｢周産期医療体制｣ と させていただき ま した。

1 枚め く っ ていただき ま して 、 項 目 が始ま る と こ ろでございます。 1 枚め く っていただ

き ま して 、 一番下に、 ( 1 0 ) の ｢医療安全体制｣ が ございます。 こ こ は、 病院についての

こ と であ り ますが、 次のページに 、 診療所、 助産所と い う こ と で、 同 じよ う に 、 医療安全

体制についての設問が ございます。

こ こ の選択肢の立て方ですけれども 、 厚生労働省令に即 した選択肢と した ら ど う か と い

う ご意見も あ り ま した。 また、 それ以上の取 り 組みも あ り ますので、 その他もつけてお り

ます。 それか ら 、 特定機能病院や病院や有床診療所、 助産所と 、 いろいろな種類で、 それ

ぞれに義務づけの程度だと か項 目 が違いますので、 まずは 4 つの項 目 、 指針の整備、 委員

会の開催、 職員研修、 そ して 、 安全確保を 目 的 と した改善方策、 こ の 4 つを軸に して選択

肢をつ く ってお り ます。
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そ して 、 病院については、 専任の医療安全管理者の配置もそれに加えま して 、 そ して 、

あ 揉ま ｢その他｣ と い う こ と で、 それ以上の取 り組みは ｢その他｣ に書いていただ く と い

う こ と 々こ してお り ます。

その次のページの診療所、 助産所も 同 じ よ う な考え方に してお り ます。

それか ら 、 産科オープンシステム 、 セ ミ オープンシステムの登録について書け る項 目 が

あっ たほ う がいい と い う ご意見があ り ま したので、 診療所、 助産所はその よ う な項 目 もつ

け加えてお り ます。

そ して 、 次のページにいっ ていただき ま して 、 今度は 5 番にな り ますけれども 、 医療従

事者の勤務体制の表がございます。 こ こ は、 前回の資料では表形式になってお り ませんで

したので、 まず、 表形式 と した と い う 点が し点。

それか ら 、 前は新生児科医を小児科医に含めてお り ま したけれども 、 これは別建て と い

う こ と で、 そ の欄を別途設けま した。 それから 、 麻酔科医を加えたほ う がいい と い う こ と

で、 麻酔科医の欄もつ く ってお り ます。

そ して、 次のページに参 り ま して 、 6 番ですけれど も 、 妊婦健診以外での妊産婦 と のか

かわ り と い う こ と で、 これは前回の会議で、 医療機関が妊産婦と の接点 と い う こ と で、 母

親学級である と か両親学級である と か、 そ う い う 取 り 組みを 自 主的にやってお られる と い

う こ と で、 それを聞いたほ う が よい と い う ご意見があ り ま して 、 6 番をつ く ってお り ます。

7 番は、 これは表現の問題ですが、 ｢かかわった｣ と こ こ で書いてある部分が前回は ｢立

ち会った｣ と 書いてあ り ま して 、 単に立ち会っ た人の人数を聞 く よ り は、 その中の中心的

に立ち会った人、 つま り 、 かかわっ た人の人数を聞いたほ う がわか り やすい、 意味がある

と い う こ と で、 ｢かかわった｣ と い う 表現に してお り ます。

そ して 、 残 り のページは字句の修正だけで、 変更はございません。

以上でございます。

○岡井委員長

あ り が と う ございま した。 修正点が 2 本の下線で示 してある部分であ り ます。 先ほ どの

第 2 回委員会で出た主な意見の中の 、 次第の 1 ページですけれども 、 診療体制等に関する

情報提供の と こ ろの意見で、 医療安全体制に関するチェ ッ ク 項割こ関 しては医療法施行規

則 と合わせてお く べき と い う ご意見があ り ま して 、 こ こ はこれで合わせてお り ます。

それか ら 、 チェ ッ ク 項 目 と して と い う こ と で、 そ う い う ふ う に も してあ り ます。 こ の間

の意見に対応 して修正 している と こ ろであ り ます。
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ただいま の と こ ろで、 何かご意見等ございますか。

○水上委員

6 番の ｢妊婦健診以外で妊産婦 と のかかわ り 々こっいてお聞き します｣ と い う こ の設問が 、

申請のあった施設で通常行っている も の と理解する のか、 も しかする と 、 今回申請の対象

と なっ た患者さ んに対 して 、 そ う いっ た こ と を行っていたかの区別がはっ き り しないんで

すね、 こ の説明の仕方だ と 。 ですか ら 、 今回問題 と なっ ている妊婦さ んの件 と 関係な く と

い う よ う な こ と を入れておかない と 、 例えば、 未受診妊婦がぽーん と 飛び込んで く る と か

何か、 そ う やっ て 、 そ こでお産 したけ ど、 その人にはそ う いっ た教育は一切 してない と い

う よ う な場合の、 どっ ちを書いていいか と い う こ と がわか ら なし 、 … ･ ･

○岡井委員長

こ こ の意図は、 一般にやっている か と い う こ と だろ う と思 う んです、 こ う い う こ と を、

ほかの妊婦さ んに対 して も 。

○水上委員

わか り やす く 、 紛れのないよ う に していただき たい。

○岡井委員長

はい。 じや あ 、 そ こ 、 先生が言われた と お り 、 そ う い う こ と “まつげ加えます。

ほかにご意見等ございますか。

○竹村委員

貴院の診療体制、 1 番です為 救急医療体制があ り 、 な しになっ ていますけれども 、 病

院で救急医療体制がな し と答える と こ ろはある んで し ょ う かれ これは、 要する に、 指定

があ る 力} …"

○岡井委員長

｢体制｣ と い う 言葉が問題ですかれ

○竹村委員

救急医療に対応でき ない病院と い う のはないだろ う 。 な し と い う のは、 ど う い う 意味…

. ･ - o

○岡井委員長

指定病院である かど う か と い う こ と を聞 きたいんですかね

○竹村委員

これ、 行政か ら指定がある かないか と い う こ と ですか。
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○岡井委員長

そ う い う 意味ですよれ 指定があ る かないか。

○上田理事

そ う ですね

○岡井委員長

そ う い う ふ う に書いたほ う がいいんですかね 救急医療何と かの 、 私は、 正式な言葉は

知 ら ないんだけ ど、 あ るんですよね。

○竹村委員

初期、 2 次、 3 次 と い う 、 こ う い う 形で指定になっている のか ど う か。

○上田理事

そ う ですね。

○岡井委員長

あれ、 なっ ている んですよ 。 3 次何 と か……。

○竹村委員

3 次はわかるんです。 初期救急……。

○岡井委員長

ええ。 これ、 初期っ て言 う ら しいです、 1 次 じゃな く て。 初期、 2 次、 3 次 と い う のが

救急の体制。 そ う 呼ぶ ら しいです。

○竹村委員

そ う ですか。 そ う い う 行政か ら の指定を受けているか ど う か と い う 意味ですか。

○岡井委員長

ええ 、 行政のほ う の言葉です。

○上田理事

確かに、 一般的な記述ですので、 こ の事業名 に合わせます。

○岡井委員長

そ う い う 指定になっているか ど う か と い う こ と を聞き たい と 。 午赫寸先生、 それでいいで

すか。

○竹村委員

はい、 わか り ま した。 だろ う と 思ったんです。

○上田理事
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ど う もすみません。

○岡井委員長

次ははっ き り している 。 指定病院 と 書いてあるか ら 。 総合周産期なのか、 地域周産期な

のか。

○竹村委員

これははっ き り している んですけ ど。

○岡井委員長

こ っ ち も 同 じ こ と ですね 救急医療に対する指定の こ と です。

○上田理事

そ う です。 すみません。

○竹村委員

周産期医療体制の指定。

○岡井委員長

正式な言葉をだれかに聞いて、 調べてみます。

○竹村委員

それと 、 助産所の場合に、 嘱託医療機関の こ と は問わな く て もいいんで し ょ う か。 ど う

なんで し よ う 。 委員会を助産所でやって ら っ しや る と こ ろ ってある のかな。

○岡井委員長

医療安全体制の こ と ですか。

○岡本委員

今回の医療法改正で、 有床の場合は、 やは り こ の枠になったんです九

○岡井委員長

全部や ら な く ちゃいけないこ と をこなった。 義務化 されたんですね

○岡本委員

ただ、 おっ しゃ った よ う “こ 、 出張 と 両方あ り ますので、 出張の場合は、 これ、 関係ない

と い う こ と にはなるんですが。

○竹村委員

助産所も 、 1 人 と は限 らないで し ょ 。 複数い ら っ しゃ る と こ ろ も あ り ます表為

○岡本委員

はい、 そ う です。
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○竹村委員

それを問 う 欄がなかっ たかな と 思っ たんですが。

○岡本委員

嘱託医療機関が 1 カ所国ま限 らないこ と は限 ら ないんですね。

○岡井委員長

嘱託医療機関を書いて も らいます ?

○竹村委員

ど う で し ょ う 。

○岡本委員

そ う ですね

○竹村委員

あれ、 2 段階あるんですね。

○岡本委員

その場合は、 今回関係 した と こ ろ……

○岡井委員長

ど う い う ふ う に書 く ……。 ない と でき ない。

○池ノ 上委員長代理

ないこ と はないで し ょ 。

○岡井委員長

ないこ と “まあ り 得ない。 ない と でき ないんですか ら 。 やっ ちゃいけない。

○岡本委員

有床の場合はでき ないんですれ

○岡井委員長

でき ないんですか ら 。

○岡本委員

ただ、 1 カ所揉ま限 ら ないんです、 確かに。

○竹村委員

ある 、 な し じやな く て……

○岡井委員長

竹村先生、 先生 と しては、 こ こ にそ う い う こ と があ る と 、 ど う い う 情報、 具体的に、 こ
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う い う 場合に役に立つ と か、 何か考えてお られる の 、 あ る んですか。

○竹村委員

そこ か ら 、 あ る程度、 また参考意見を聞かせていただ く と い う よ う な こ と ができ る と 。

○岡井委員長

また情報を聞 く こ と ができ る と 。

○竹村委員

でも 、 大体、 こ う い う ケースだっ た ら 、 どっ か送っている で し ょ う け ど為 送ってない

こ と も あ り 得る と 思 う んですれ ど う ですか、 岡本先生

○岡本委員

普通は送る んですけれども……

○竹村委員

全 く 正常に経過 していて、 後でわかった と い う よ う な場合に。

○岡井委員長

たま にあ り ますけ どメ乱 ほん と に何で と い う のが。

ど う しま し ょ う 。 あ り 、 な しを聞いて も 、 あ る こ と は決ま っている ので。 書いて も らい

ますか。 固有名詞を出 して と い う か、 その機関名 を こ こ に。

○岡本委員

はい。

○岡井委員長

そ う する と 、 こ ち ら か ら 、 わか ら ない と き はそ こ に問い合わせる こ と はでき ますよれ

でも 、 その と き は、 ま た こ こ に問い合わせて聞いて もいいんだけ ど。

○竹村委員

こ の委員会で、 そ う い う 必要ない と おっ しゃれば……。

○岡井委員長

あま り 、 そ う い う 固有のあれは出ないんですよね、 こ こ には。

○岡本委員

その場合は、 全部羅列 しても ら う と 同時に、 今回の症例において、 ど こ と 関係があった

かもチェ ッ ク して も ら っ たほ う がいいのかも しれません。 複数あっても 、 連絡 と っ ている

場所は限 られている かも しれないので。

0石渡委員
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やっ ぱ り 安全な助産を 目指すわけだから 、 書いていただいたほ う がいいん じゃ ないで し

ょ う か。

○岡井委員長

名前を書いて も らいます ?

○石渡委員

嘱託医療機関の名前。

○岡井委員長

これ、 診療体制等に関する情報なんです長為 その事例のこ と に関 しては、 その前の経

過を報告 して も ら う と き に 、 こ う い う 所見があっ たので、 嘱託医療機関の何々病院にお願

い した と 。 で、 何分後に来て連れていっ て も ら った と か、 そ う い う こ と は書かれる わけで

すよね、 経過の中には。

○竹村委員

皆 さ ん、 必要ない と おっ しゃれば、 別に固執は しませんが。

○岡井委員長

診療体制 と い う と こ ろの中に 、 ど う なのかな と 。 これがない と こ ろ も あ る と か……。

○竹村委員

今はあ り 得ないです。

○岡井委員長

今、 あ り 得ないんですよ 。 嘱託機関がない と でき ないんです。

○鈴木委員

登録の と き には、 そ こ は記載事項にはな ら ないんですか。

○上田理事

特にないです。

○鈴木委員

聞いてないですか。

○上田理事

はい。

○鈴木委員

そ う した ら 、 把握 しておいた らいいですよれ

○岡井委員長
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名前を書いて も ら う 。

○鈴木委員

こ こ に書かない と把握の し よ う がない と い う こ と です黄熟

○竹村委員

ま あ、 調べればわかるんですけ どね。

○池ノ 上委員長代理

そ こ が、 原因分析をする と い う こ と と 、 システムが ど う なっ ている か と い う こ と が 、 そ

れほ ど密接に リ ンクする か と い う こ と は、 僕は非常にひっかかっ ている んですけ どえ為 原

因分析をするためには、 特定の嘱託医に コ ンタ ク ト を と る必要が出て く る かも しれない。

だか ら 、 こ う い う 非常に大き なシステムが動いているか と い う こ と を 、 き め細か く 聞いて

い く こ と と ……。

○岡井委員長

こ こ は体制の話ですか ら 又為 例えばですけれ ども 、 こ う い う 体制だ と事例の発生が多 く

な る と い う よ う な こ と が統計的に出て く る と か、 そ う い う こ と を期待 して情報を集めてい

るわけですよれ その分析……。

○竹村委員

ど う して申 し上げたか と い う と 、 助産所の中に 、 ほん と う に こ んなこ と まで要求されて

いいのかな と 思 う ぐ らいの こ と が書いてある ので為 でも 、 それがも う 法的に求め られて

いる と なれば……。

○岡井委員長

それは法的に義務化されている の と ……。

○竹村委員

わか り ま した。

○岡井委員長

こ の間の意見で、 医療安全について重視する組織文化があるか否かが問われている と 。

重視 していますよ と い う こ と ですね、 私たちは。

○池ノ 上委員長代理

そ う なんですけ ど、 個々 の助産所 と か診療所と い う と こ ろがそ う い う と こ ろを全部 リ ス

ト ア ッ プしていっ て 、 報告する と い う 原因分析のために と い う こ と と 、 こ こ では、 将来の

周産期医療体制整備のためにご協力 く だ さ い と い う こ と でやっ ている わけですね、 これは。
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そ こ ･ … ‐ '

○岡井委員長

だから 、 こ こ に書いてある こ と 、 直接原因分析、 ダイ レク ト と い う わけではない場合も

あ る 。 でも 、 これも ち ょ っ と 関係 して く る こ と も あ るんですよね。

○池ノ 上委員長代理

ある んですね。 だけ ど、 あえて言 う と すれば、 各診療所、 あるいは各施設が、 こ の原因

分析と い う 名 の も と るこ 、 目 的外の こ と までやるんですか と い う ク レームが必ず出て く る と

思 う んですれ おそ ら く 、 だれかが ど こ かで。 産科医療補償制度を立ち上げる段階でも 、

あれだけのブーイ ングが起こ ったわけですか ら 。 それに対 して説明でき る よ う な整合性が

ある か ど う か と い う と 、 まだ僕は、 ち ょ っ と ひっかかっ ている部分があ り ます。 安全管理

の組織文化と い う と こ ろがあ る ので、 その コ ンセ ンサス を得る には ど う して も……。

○岡井委員長

これ、 こ の間の意見にも 1 つある んですよ。 1 ページの ｢診療体制等に関する情報提供｣

の一番下の0なんですけれども 、 ｢項 目 が多過ぎる と 何を 目 的 と した も のか不明瞭になる

ので、 脳性麻痺に特化 した簡便な も の とする方が、 実効性がある ｣ っ て 、 先生、 似たご意

見です長乱 これ、 大事なこ と なので、 ち ょ っ と 大変かも しれない し、 それか ら 、 目 的、

原因分析 と い う こ と には、 ダイ レク ト にかかわ ら ない場合も ある けれ ども 、 これぐ らい情

報提供 して く だ さ い と い う ス タ ンスでい く のか、 やは り も っ と ダイ レク ト に 、 関係ある こ

と だけに絞ってい く のか と い う こ と を 、 も う 決めて しまいま し ょ う よ 、 今 日 。 同 じ こ と を

また議論 して も し よ う がない。

○池ノ 上委員長代理

全体は、 前回、 その議論 した と き に 、 やっ ぱ り 文化 と い う のは当然の こ と だか ら 、 やっ

ぱ り これは協力 して も らいま し ょ う 。 例えば、 地方の一県、 年間分娩数が 1 万か ら 1 万数

千 ぐ らいの件数であれば、 起こ る と すれば数件ですね、 対象になる のが。 だか ら 、 年間数

件の施設にお願いを、 協力 して く れ と い う よ う な考え方で、 かな り 強力に我々 か ら協力願

いをする と い う 作業を、 相 当エネルギーを使わない と 、 これ、 かな り 理解されない、 診療

所と かそ う い う と こ ろか ら 。 今、 竹村先生がおっ しゃ ったのは、 今、 助産所 と おっ しゃ っ

たけれども 、 そ こ の部分が少 し、 今後の作業 と して、 原因分析委員会の中には残る ん じゃ

ないか と 思 う んです。 当然、 僕はやるべき だ し、 やっ たほ う がいい と 思 う んですけれども 、

我々 がやっ てい く 作業の中に 、 当然で し ょ う と い う こ と でい く と 、 かな り つ らい部分があ
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るかな と い う 気が しますれ

○岡井委員長

これ、 お願いする文書でき ていま した よれ こ う い う 趣旨で提供して く ださ い と い う の 、

でき ていますまね。

○池ノ 上委員長代理

でき ています。

○岡井委員長

資料 2 の一番上です。 これで理解 していただこ う と してい る わけですけ ど)為 ご協力 し

て も らいたい と 。

○池ノ 上委員長代理

また上田先生たち、 行脚を されない と いけないかも しれない。 前回 も 、 こ の議論あった

んです。

○岡井委員長

毎回毎回、 お産の度に、 これを書いて提出するわけ じゃ ないので、 脳性麻痺っ てそんな

に起こ ら ない。 万が一、 自 分の と こ ろで起こ った ら 、 せめて脳性麻痺を減 ら してい く 活動

に対 して協力 しま し ょ う 。 本当 にな く しま し ょ う と い う 気持ちにはなっていただき たい と

思いますけれど浅為

よ ろ しいですか。今の池ノ 上先生の ご発言に関 して、何か関連 して ご意見ございますか ?

お気持ち もわかる し、 最後に 、 池ノ 上先生も 、 でも 、 やっ ぱ り やっ たほ う がいい と い う 結

論に対 してはも う 同意 して も ら っています。

0池ノ 上委員長代理

ただ、 それを実行するためのエネルギー と い う のは相当要る と い う こ と を 、 こ の委員会

でもみんなで確認 しておいたほ う がいい と い う こ と を思います。

○岡井委員長

いざ と なっ た と き に 、 これは こ う い う よ う な こ と も含めて 、 登録 しても ら う 段階では、

まだこ の件は言っ てないんですか。

○上田理事

はい。

○岡井委員長

登録の と き の書類の中には、 どの程度、 情報提供の こ と が書いてあるんですか。 登録施
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設、 今回も入 り ま した よ と い う こ と で。 評価機構に対 して各分娩施設が登録 して 、 1 0 0 %

入っ ている 。 その と き の内容の中に 、 どの程度の情報まで提供して も ら う こ と は、 詳 し く

は書いてないんですか。

○上田理事

これまで加入分娩機関に案内 した、 診療録 ･ 助産録等の記載事項があ り ます。

○岡井委員長

こ う い う の も登録の段階で……。

○上田理事

加入分娩機関に、 事前にお願い したいも のがあれば、 な るべ く 早 く お届け したいです。

○池ノ 上委員長代理

症例が起こ っ た場合には、 こ こ にあ る よ う な項 目 、 ベ ッ ドヲ数は幾 らですか と か、 指定機

関ですかと か、 新生児医がいますかと か、 そ う いった こ と をお伺い します と 。

○上田理事

そ う です。

○竹村委員

これ、 全産科機関に聞 く んですか。

○岡井委員長

問題が起こ っ た と き 。

○池ノ 上委員長代理

でも 、 それは ど こ に送る かわか ら ないので……

○上田理事

加入分娩機関には事前にお知 らせを してお く と い う こ と です。

○岡井委員長

こ う い う こ と を聞 き ますよ と い う 連絡を入れてお く と 。 先生、 その反応を待っ て 、 ど う

でずかね こんなの嫌だとやめ る人がいる と は思えませんが……。

○水上委員

宮崎県だっ た ら 、 年間五、 六件。

0池ノ 上委員長代理

五、 六件か ら七、 人件。 宮崎県だ と 、 年間分娩数か らい く と 。 五、 六件ですよ と い う こ

と 、 だれに当たるかわか らない。 その人たちが 、 え-っ 、 こ んな こ と になっ ていたの 、 と
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い う こ と “こな り かねない。

○鈴木委員

県内の話ですよれ つま り 、 多割こ見て も 、 1 , 0 0 0 件の年間分娩をやった と こ ろで、

年に 1 回、 これを出 さ な き やいけないか ど う か と い う 話です黄熟

○池ノ 上委員長代理

そ う そ う 。

○鈴木委員

先ほ ど、 岡井先生もおっ しゃいま したけれども 、 1 つの分娩機関の頻度からすれば、 非

常に数の少ない話なので、 たまたま起こ っ た と き には一生懸命書いていただき ま し ょ う と

い う 姿勢でいいん じゃ ないですか。

○池ノ 上委員長代理

その姿勢なんですけ ど、 それを説得する と い う のは、 僕 ら が こ こで考えている以上に、

現場では相当エネルギーが要るで し ょ う と い う こ と を言っ ている んです。

○鈴木委員

毎月 の よ う に と い う んだった ら大変ですけ ど、 何年かに 1 回 と い う 話ですか ら 。

○岡井委員長

ま と ま つた と き に 、 こ ち ら の運営委員会か ら各施設に、 も し も 申請の事例があっ た と き

はこ う い う の も 出 して も らいますよ 、 お願い しますよ と い う のは、 あ らか じめ送っ ておき

ます。 それに対する反応を見て、 えっ 、 こ んな大変なの、 じや あ 、 登録やめる なんてい う

と こ ろは、 ま あ 、 出て こ ないだろ う と私は思いますけ ど、 大変だ と ブ-ブー言 う ブーイ ン

グの声が挙がって く るかど う か。

○池ノ 上委員長代理

それは、 幾つかの県から 出て く る と思います。 それを覚悟でや ら ない と いけない……。

○岡井委員長

挙がっ てき た ら 、 そ こでまた関係者には出向いていただいて、 説明 して も ら う と か何か

しない と いけないかも しれない。

○村上委員

書 く か ど う かですけ ど、 私、 現状的には、 やは り 助産所の場合は、 登録した施設になか

なか受け入れても ら えない状況の中 、 多分、 事例の中で、 それが う ま く かかわれて く れば

いいんですけ ど、 案外 と運悪 く 、 自 分の依頼 した施設 じゃ ない と こ ろに 、 時間がかかっ て
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送る と い う 現状があ り ますよね。 その と き に、 そ う い う 問題っ て運悪 く 発生する ので、 や

は り ど こ に登録を していて、 実際はその登録した と こ ろは受け入れて も ら えな く 、 あ るい

は、 正確な指示 と か判断の と こ ろでコ メ ン ト を も ら えない と か、 そ う い う こ と が実際は起

き ている んだ と 思 う ので、 そ う い う 意味では書いて……。

○岡井委員長

それは、 だか ら 、 経過の中でそ う い う こ と も書ける よ う な話に しておかない と いけない

わけですよね。

○村上委員

そ う です。 だか ら 、 経過でそ こ ま でき ちっ と入れて書いていただ く と 、 搬送のシステム

の問題、 そ う い う 問題も産科医療の改善 と い う と こ ろで重要だし、 やは り そ う い う こ と も

含めて 、 そんなに件数がないので、 あれは、 そ こ “ますご く 重要かな。

○岡井委員長

提出 して も ら う 資料は ど う なっていま したっ け、 申請の と き 。 経過を書いて も ら う のが

あ り ますよね、 分娩の経過 と か。 そ う い う と き に、 搬送 した と き は、 搬送の状況、 どこ に

搬送 した と か、 搬送する先を ど う い う ふ う をこ して選定 したか と かい う よ う な こ と も書いて

も ら う よ う な項 目 、 あ り ま したつ け。 そ こが大事だ と い う わけで し ょ 、 助産所の場合、 特

に搬送 しな く ち ゃいけないので。 そ こ の過程で時間がかかった と かい う よ う な こ と が浮き

彫 り になったほ う がいい と 。 そ う い う こ と が原因の場合は。

○村上委員

そ う です。

○池ノ 上委員長代理

それは、 個々 の事例で出て く る わけですよれ

○村上委員

そ う でず。

○池ノ 上委員長代理

治療的なシステムが ど う なっ ていますか と い う こ と を……

○岡井委員長

だか ら 、 個々 の事例の、 申請書の中に何 と何を書いて も ら う か。 ち ょ っ と待っ て く ださ

い。 それ、 今、 調べています。 調べておいて も ら っている 間に 、 診療体制情報提供の資料

2 の案、 今、 竹村先生か らいただいた こ と と水上先生か らいただいたこ と と 、 修正を加え
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ます。

○竹村委員

3 の貴院の救急搬送等の依頼や受け入れの状況と い う ので、 新生児搬送、 母体搬送、 こ

れは年間ですよれ

○岡井委員長

これ、 前年 1 年間ですれ 前の 1 年間。

○竹村委員

それはいいんですけれど、 例えば、 母体搬送 と い う 場合、 緊急の母体搬送の場合 と 、 母

体紹介で、 余裕を持って紹介 している件数 と 両方ある と 思 う んですれ これ、 どち らかに

統一 しておかない と 、 非常にた く さ ん書 く と こ ろ と 、 ほん と う に救急のだけ しか書かない

と こ ろ と 出て き て 、 統計的にやろ う と して も意味がないも のになっ ちゃ う 可能性がある と

思います。

○岡井委員長

先生が言われている こ と 、 わか り ま した。 松田先生、 東京都の集計する と き 、 母体搬送

って 、 緊急でない紹介の症例は抜いているんです裏為

○松田委員

抜いています。

○岡井委員長

だか ら 、 わ り と 緊急性のある も のです。

○竹村委員

そ う ですか。

○岡井委員長

次の と き か ら紹介状を書いてあげる か ら 、 あっ ちの施設に行っ て く だ さ い と い う のは入

れてないつも り なんです。 だか ら 、 それも わかる よ う に 、 ち ゃん と しておいたほ う がいい

ですね。

○水上委員

竹村先生が言っ たのは重要なので、 受け入れ先の病院、 当 日 入院が必要 と判断 された件

数と かって 、 そ う い う ふ う に しておかない と ……。

○岡井委員長

逆に、 ど う い う ふ う に規定 していま したっ け 、 東京都のやつは。 ち ょ っ と 忘れちや っ た。
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0松田委員

外来 レベルでの紹介は入れてないです。

○岡井委員長

入れてないです裏為

○水上委員

でも 、 外来 レベルの紹介でも 、 実は、 即 日 入院させな く ち ゃ な ら ない と い う よ う な こ と

も あ るんですよ 。

○松田委員

それはいるいる と あ り ます。

○水上委員

だから 、 それを ど う する のか。

○岡井委員長

これ、 整理 します。 定義は、 緊急性のある も の と い う こ と で、 ど う い う 表現をする か。

○竹村委員

新生児もそ う なんですよれ

○岡井委員長

そ う ですね

○竹村委員

ち ょ っ と雑音が聞こ える か ら行っ てち ょ う だい と い う の と 。

○岡井委員長

東京都で毎年集計 している と き の決ま り 事、 大体それでいけ る と 思いますので、 一つチ

ェ ッ ク してみます。 その点が出ま した。

それで、 さ っ き のあれ、 ど う な り ま した ? 何を……。

0上田理事

先ほ どお話 し しま した 、 診療録 ･ 助産録等の記載事項に関する報告書の中に 、 搬送先施

設名があ り ます。

○岡井委員長

これは、 新生児記録……。

○上田理事

はい。
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○岡井委員長

記載事項になっ ています為 必要 と なる ……

○上田理事

そ う です。 はい。

○岡井委員長

記載事項に関する 、 助産録申請。 そ う じゃな く て 、 こ の 申請を出す と き に 、 何か経過を

書いて送る 、 そ う い う のは全然ないんですか。

○後技監

それはないです。 カルテ を……

○岡井委員長

カルテをも ら う だけになっているんですれ

○後技監

それで、 事務局でま と めます。

○岡井委員長

そ う する と 、 カルテにそ う い う こ と を書いておいて も ら わない と 、 情報 と して入っ て こ

ない と い う こ と にな り ますね。

0上田理事

ですか ら 、 これか ら議論 していただき ます仮想事例における原因分析報告書、 あ るいは、

原因分析報告書作成マニュアルの中の報告書のひな形に、 分娩機関におかれては、 関心を

持っ ていただいて、 取 り 組んでいただきたい と 思います。

○岡井委員長

普通は、 カルテにそ う い う こ と を書いていますよね、 いわゆる 2 号用紙 と い う やつに 、

これこれこ う で、 こ う い う 状態で、 ど こ ど こ に電話したけ どだめで、 次、 こ こ に電話 した。

3 つ 目 、 やっ と決ま っ て 、 そ こ に送った 、 何時何分と か、 そ う い う 情報があればいいわけ

です黄熟 全く 抜けている と 、 その辺の と こ ろの事情がわか ら ない。 今の件、 大変大事な

こ と なので、 持ち越させて も ら って 、 少 し整理 して 、 も う 一回次の と き に議論 したい と 思

います。 大事な情報が抜けないよ う に したい と い う こ と で。

そのほか。

○松田委員

1 番か ら 6 番までが一般的な病院の体制ですよ ヌ鸚 7 番以下が今回の事例です表乱 そ
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こ をはっ き り わかる よ う をこ 、 め り 張 り がつ く よ う な感 じで したほ う が 、 そ こ か ら違います

よ と い う 話に。

○岡井委員長

そ こ をそ う い う ふ う にすれば、 先ほ どあ った意見の と こ ろ も な く な るわけですれ 水上

先生の心配はな く な る 。

○水上委員

そ う です。 だか ら 、 2 部に しちゃ う と かれ

○岡井委員長

2 つに分けて。 A 、 B 力斗可かに して。

○上田理事

そ う ですれ

○岡井委員長

あ り が と う ご ざいま した。

ほかにございますか。

○竹村委員

最後の 7 番の 3 ) の ｢上記医療従事者以外に｣ 云々 と い う 、 助産師実習生 と か看護実習

生も来る で し ょ う し、 医学生、 わかる範囲で と い う のがあ るんですが、 これ、 必要がある

んで し ょ う か。 実際問題 と して 、 なかなか書けない部分が多い と 思います。

○岡井委員長

これ、 ど う い う 意図で……。 教育 している よ う な施設かど う か と い う こ と を知 り たい と

い う こ と ですか。

○是澤 リ ーダー

議論の中で出てき たんです。

○竹村委員

何か、 役に立ちます ? これ。

○岡井委員長

実習生がいたかいないか と い う こ と が 、 医療行為の遅延だと かい う よ う な こ と に関連す

るかも 。 学生を教育 しているために遅 く なっ た と か。 あ るいは、 助産師さ ん側が、 一生懸

命学生にや らせた ら 、 学生がもたもた して 、 と って も時間がかかっ ちや った と い う よ う な

こ と が原因になる よ う な こ と はないだろ う か と い う 、 そ う い う こ と が。
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○竹村委員

実際は、 助産学生が取 り 上げた と い う よ う な こ と を書 く ……

○村上委員

取 り 上げた と い う よ り も 、 やっ ぱ り 指導者はベテラ ン者が指導 しています し、 お産はそ

う い う こ と と 関係な く 、 た く さ んお産 している と こ ろはそ う い う こ と は実際あ り ます し、

そ う い う 問題が起きた と き に行けなかった と い う 、 学生の指導を している ためにそち ら をこ

行けない と い う 、 そ う い う こ と も実際は起き ている と 思 う んですれ すご く 重要だ と 私は

思っています。

○竹村委員

そ う ですか。

○村上委員

はい。 抜かないでいただき たいです。

○水上委員

だけ ど 、 これ、 ｢わかる範囲でご記入 く だ さい｣ と い う のは、 例えば、 私の病院でこれが

起こ っ た と き に 、 それが起こ っ て 1 年後 と か 2年後に申請が出て く るわけです裏丸 その

と き に、 おそ ら く 来ていただろ う け ど、 だれが来ていたか、 何人来ていたかなんてい う の

は当然書けないから 。

○岡井委員長

学生がその と き に何人いた と か……

○水上委員

そのほかに、 看護学生が何人来ていて、 助産学生が何人来ていたかなんてい う こ と はわ

か ら ないんですよれ だから 、 そ う い う 教育を している病院、 受け入れている病院である

か ど う か と い う 情報はジェネラルのほ う に入るかも しれないけ ど、 その件があった と き に 、

そ う い う 人たちがいたのかど う なのか と い う こ と は、 診療記録と かそ う い う こ と は残って

ないですよ メ為

○岡井委員長

だか ら 、 あえて ｢わかる範囲で｣ と 書いてあるんです、 これ。 そんな こ と 覚えてないよ

と 言われるか ら 。

○村上委員

いや、 必ず聞かれます、 そ う い う と き に 、 対象の方か ら 。 ど う い う 人が勤務 していま し
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たか、 ど う い う 作業を していま したか。 当然聞かれます。 それはき ちっ と お答え しない と

いけないので、 やは り 施設 と しては、 ど う い う 医療環境にあったか と い う のはき ち っ と把

握 してお く と か、 何力溺度 しておかない と 。

○水上委員

だけ ど、 た どれる記録がある んだろ う か。

○村上委員

普通はあ り ます裏丸

○水上委員

だから 、 これは、 申請する病院が記載 して 、 そ う い う こ と があった と き に出すんですよ

れ その と き に 、 何月 何 日 、 2 年 ぐ らい前の と き に 、 ど う い う 助産師教育のための先生が

ど う い う 学生を連れてきた と か、 あ と 、 看護師養成の先生が ど う い う 人を連れてき たか と

い う こ と を特定でき て書 く こ と が 、 実際問題 と して可能かど う か と い う 問題がある んです。

わかる範囲だか ら 、 わかんないか ら書かない と い う と 、 その施設ではそ う い う こ と をやっ

てないのか、 やっ ている施設なのかがわか ら ない。 だか ら 、 そ う い う デ-夕 を後で集積す

る こ と ができ ない。 書いてないのは、 そ う い う と こ ろ 、 やっ てないのか、 書いてあっ た と

こ ろはやってあったのか。 その よ う な解析は誤っ た結論に導 く 可能性がある ので、 わかっ

た ら書いて く だ さい と い う のは、 後でデータ を集積する と き には、 そ う い う 意味では役に

立たないんですよれ 事故の原因 と かそ う い う こ と の原因を追求する と き には、 そ う い う

人たちがいっ ぱいいて ど う の こ う の と い う こ と で役立つかも しれないけ ど。

○岡井委員長

わか り ま した。 いかがですか、 皆 さ ん。 ほかの委員の先生方のご意見も聞いて、 わかる

範囲で と い う のは、 確かに……

○鈴木委員

ちなみに、 法科大学院 じゃ 、 エ ク ス ターンシ ッ プは記録は全部つ く ら ない と いけないの

で、 私の事務所にも 、 いっ、 どんな学生が来て 、 彼 らが ど う い う 実務にかかわっ たのか と

い う 報告書は綴 じてあ り ますので、 我々 はわか り ますけ ど浅為

○水上委員

人数が圧倒的に少ないで し ょ 。

○鈴木委員

人数は少ないです。 も ち ろんそ う です。
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○岡井委員長

僕 ら 、 大学病院だと 、 学生がいて 当た り 前みたいな と こ ろがあるか ら 。 必ずいる んです

よれ

○鈴木委員

いや、 つま り 、 学生がその報告書を出すので、 それを綴 じておけばいい と い う こ と なん

ですれ 量の問題、 確かにあるかも しれませんけ ど、 医学系ではそ う い う 習慣はない と い

う こ と ですね。

○岡井委員長

あんま り ないです為 いて当た り 前。

○岡本委員

助産も ないです為 学生の記録をそ こ まで保管 と い う のは。

○水上委員

医学部の学生はわかる んです。

○岡井委員長

学生のほ う は、 自分は ど う い う 実習を したかつげている 。

○水上委員

と こ ろが、 助産師のほ う は、 ま た別系統で入っ て く る 、 看護師 さ んのほ う は別系統で実

習に来る と い う こ と で、 これは病院の責任者が、 助産師 と か看護師の人たちを 、 だれが ど

こ に行ったか と い う こ と をた どる のがすご く 大変。

○岡井委員長

これ、 ほん と う に も し原因 と かかわる 問題が起こ る とすれば、 やっ ぱ り 助産の介助、 や

ったかど う かですよ 。 実際に学生が と る じゃないですか。 それぐ らいで、 あ と は、 医学部

の学生は、 ほ と ん ど見学だけですか ら ×為 あんま り 影響ないですよ 〕為

○鈴木委員

法律的には、 医行為 と か助産行為は、 免許がない と でき ない と い う こ と なんですが、 し

か し 、 それは教育 目 的 と い う こ と があって 、 司法修習 もそ う ですけれども 、 全体 と して 、

目 的の正当性 とやる行為がク ラ イ ア ン ト に大き な迷惑がかから ないも のだ と い う 限定の中

で合法化されている と い う のは法理論なので、 ですか ら 、 学生が助産行為や医行為にかか

わる と い う こ と その も のは、 やっ ぱ り かな り の法的要件のも と でかかわれる と い う 。 しか

も 、 今、 法律も あ り ませんので、 そ う い う 仕組みになっていますので、 やっ ぱ り 医療現場
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の中で、 今後 、 そ う い う こ と &こついては一様な緊張感を持って記録を していっ て、 教育効

果も上げ、 そ して 、 国民に も迷惑をかけない と い う と こ ろの意味では、 今後、 そ う い う 記

録をつけてい く と い う こ と は重要だと思 う んですが、 今回、 こ こ に入れて 、 先生がおっ し

ゃ る よ う に、 ほん と う &こ 出て く る のか と い う よ う な問題はある と思います。 それは、 医学

界全体の問題 じゃないかと思 う んですけれ ども為

○池ノ 上委員長代理

教育機関ですよね、 問題なのは。 ほ と ん どの診療所と るま関係ない。 教育機関での記録の

こ と ですれ

○竹村委員

でも 、 こ の ごろ 、 結構広 く 診療所でも実施 しています。

○岡井委員長

いろんな と こ ろに見学に行っ た り ……

○池ノ 上委員長代理

実習に行っ ている け ど、 それは教官が、 どっかの助産師学校 と かがついていますよね…

･ ･ ･ o

○竹村委員

教官がついてきていますか ら え熟 う ちなんかも 、 助産師学校、 幾つか来ていますけ ど、

む しろ先生がついて く るか ら 、 かえ って安全なお産ができ ている 。 ち ょ っ と 語弊があ り ま

すけ ど。

○隈本委員

私の知 り 合いは助産教育のイ ンス ト ラ ク ターを しているんですが、 その本人は、 いっ、

何捌こ 、 だれを連れていったか と い う 記録を持っ ている はずだ と 思いますけ ど。 だか ら 、

病院の先生は大変かも しれませんが、 それこそ何千件に 1 件の出来事ですから 、 こ の と き

に 、 だれが連れてき ている か と い う こ と さ えわかっていれば、 その先生は、 何人連れてき

たかは全部記録されている と 思いますけ ど。

○岡井委員長

む しろ大学病院のほ う が 、 そ う い う のがないです為 よそへ行っ た と き はいいけ ど。

○隈本委員

大学病院その ものが管理 していな く て も 、 そ こ にだれか責任者が連れてき たわけで、 そ

の連れてき た責任者は、 その人は、 何 日 々こ何人連れてき たか と い う 記録をお持ちなん じゃ
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ないですか。

○岡井委員長

一般病院はそ う かも しれない。 大学病院は、 学生がいつもいる わけですか ら メ為

○鈴木委員

院内だか ら 。

○村上委員

勤務の場所に、 その時間帯にだれがいたか と い う のは、 これはやっ ぱ り 、 学生が何名い

て、 実習を受けていた と い う こ と は、 日 報に載せてい く んですよ 。 やっ ぱ り それは、 だれ

がそこ に存在 していたか、 いなかったか、 明確に しておかない と 、 何か起き た と き に……

○水上委員

それは、 何の 日 報ですか。

○村上委員

看護部の 日 報 と か。

○水上委員

病棟の 日 報に載 り ますか。

○村上委員

そ う です。 載せる こ と を意識 してい く 。

○水上委員

例えば、 師長が 、 毎 日 、 どこ の学生が何人来て、 その氏名 はだれかと い う のを 日報に載

せていますか。

○村上委員

そ う です。 載せてい く 。 も う やっ ている と こ ろ も あ り ます し 、 も う 実習に入っ ている こ

と を き ちっ と 明示 します し 、 分娩室にも 、 どこ の学生が ど う い う ふ う に来ている か と い う

の も全部出 して。 やは り 教育病院である と い う こ と “ま 、 き ち っ と … …

○水上委員

師長の仕事、 また増えますよ 、 それ、 義務化 した ら 。 そんなこ と は、 多分、 義務化され

てないと思いますけ ど。

○池ノ 上委員長代理

イ ンス ト ラ ク ターが記載 している ん じゃないですか。

○水上委員
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イ ンス ト ラ ク ターがそ う い う 日 報を書 く かも しれないけ ど、 病棟の師長が、 ど こ どこ の

学生の氏名 と 全部書いていた と い う こ と ……。

○村上委員

氏名 と は…… 、 何名 の学生を受けている 。 と い う のは、 1 つの学校か ら じゃな く て 、 複

数の学校か ら受けている んです、 た く さ ん、 病院によ っては。 これは、 ち ょ っ と ややこ し

いのでいいんですけ ど、 と にか く 、 そ う い う 実習所 と い う か、 病院の背景の中にはそ う い

う のが多々 あ り ます と い う こ と を 、 やっ ぱ り 認識を してお く こ と はすご く 重要だ と思いま

す。

○池ノ 上委員長代理

今、 村上委員のおっ しゃ ったこ と は、 助産師教育の中での問題で、 さ っ き 、 鈴木委員が

おっ しゃ っ た医学科の学生は、 医師法の解釈上、 実際に分娩をやっ てないんです梟為 や

っ ている施設は、 大学はほ と ん どない。 ですか ら 、 助産師 さ んは、 今の よ う な解釈で、 実

際に 自 分が分娩の介助に直接携わ り なが らやっている けれども ……。

○岡井委員長

それや ら ない と 卒業でき ませんか ら 、 助産婦鵜学校は。

○池ノ 上委員長代理

医学科の学生は、 そ こ にはいるんですけ ど、 現実に分娩に携わる と い う こ と はないです

れ ですから 、 今おっ しゃ っている のは、 どち らか と い う と 助産師の問題ですね

○村上委員

そ う です。

○池ノ 上委員長代理

医学科の学生が何人いたか ら 、 その原因分析に関係する と い う こ と は、 まずないです。

○水上委員

ないですれ

○岡井委員長

わか り ま した。 いろいろ意見が出ま したが 、 時間があ り ませんので、 私の意見 と して 、

先ほ ど も あっ たよ う に 、 助産所から は、 どっかの施設にお願いする と 。 そ こ の搬送の経過

と か何かも書いてほ しい。

それか ら 、 助産学生が会陰縫合 した り 分娩介助に実際に携わった と き は、 その こ と を書

いて も ら う と 、 最初の申請の段階で。 そ う い う のは書類をつ く って。 医者の場合はやめま
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し ょ う 、 医学生、 見学 していた。 ほん と う の こ と を言っ て 、 正直わか り ません。 そのお産

に学生が何人来ていたか、 わか り ません。

これは余計なこ と かも しれませんが、 医学の教育現場、 ほん と う に忙 しい中に、 教育 と

い う 負担が加わっ て 、 それに対 して 、 今言われたこ と を全部き ちっ とやれ と 言った ら 、 も

う 病院が回 り ませんか ら 。 現実、 も っ と も っ と 人を増や して、 お金を く れて 、 ち ゃん と し

た体制を と っ て く れる までは、 正直言っ て、 どのお産に学生が見学 していたか、 大学病院

は残念なが ら わか り ません。 そ う い う 状況ですので、 これはやめたい と 思います。 3 ) 。 そ

れで、 助産学生さ んが分娩にかかわっ た。 立ち会って見ただけ 、 見学 しただけ じゃな く て、

かかわっ た場合、 その こ と を経過の中に書いて も ら う 。 それか ら 、 さ っ き言った 、 大事な 、

搬送のこ と も き ち っ と 書いて も ら う と い う こ と をこ して 、 これ、 やめま し ょ う 。 よ ろ しいで

すか。

○水上委員

これ、 かな り プレ ッ シャーですか らね、 書いて く ださ い と い う のは。

○竹村委員

それは 2 ) の 中に入れればいいん じゃないですか。 直接タ ッチ した人の こ と は。 その上

の 2 ) に入れれば。

○岡井委員長

学生が実習でやった と き は、 その こ と を書いて く だ さ いっ て 、 こ こ に書けばいい。

○池ノ 上委員長代理

こ こ に、 准看護師の後に、 助産師学生を含む と か じゃだめなんですか。

○村上委員

岡本委員の場合、 助産所もかな り 学生入っていますよね。

○岡本委員

これに関係するか ど う かは、 実際にかかわっ たかど う かなので、 実際、 さ っ き おっ しゃ

っ たよ う に、 介助 したのか しないのかがわかる よ う になっていればいいかな と 。

○岡井委員長

それでいいで し ょ 。

○池ノ 上委員長代理

だか ら 、 2 ) の 中に含ん じゃ って 、 そ こ に助産師学生も含む と い う 注をつければ、 目 的

は達するん じゃないですか。 先生の言っ てお られる こ と 。
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○岡井委員長

それでいいです。 結論出ま した。 も う そ う い う こ と でいかせて も ら います。 ほかに も議

題がございますので。

ほかに 、 大事なこ と が抜けていれば。 よ ろ しいですか。

そ う した ら 、 今の こ と を整理したのを最終案 と して 、 これを各登録施設、 分娩機関に送

らせていただいて、 協力をお願い してお く と 。 その反応を、 先生見て、 も しブーイ ングが

いっ ぱい来た場合には、 説明 して回る と い う こ と でいき たい と思います。

○池ノ 上委員長代理

はい、 考えま し ょ う 。

○岡井委員長

あ り が と う ございま した。

次が 、 ち ょ っ と お く れていますけれども 、 原因分析に係る保護者か ら の意見書。 これに

関 して も 、 こ の間 、 議論 した続き にな り ます為 お願い します。

○後技監

資料 3 でございます。 資料 3 が 、 ｢原因分析に係る保護者か ら の意見書について ご協力の

お願い｣ と い う こ と で、 前回か ら変わった点を中心に 申 し上げます。

こ の 1 ページ 目 は、 第 1 報 (案) と 書いてあ り ますよ う に 、 こ の資料全体は第 1 報 と 第

2 報か らなっ てお り ます。 第 1 報は最初の 1 枚紙のみであ り ま して 、 2 ページ 目 か ら最後

までが第 2 報 と なってお り ます。 両者の違いは、 発送する タイ ミ ングが異なる と い う こ と

で、 第 1 報は、 審査結果が送 られた と き に第 1 報 目 と い う こ と で送付 します。 そ して 、 後

日 、 事例概要がつ く られた と こ ろで第 2 報 目 を送る と い う こ と になってお り ます。

こ の 1 ページ 目 に書いてあ り ますこ と で重要なこ と は、 下線が引いてあ り ますけれど も 、

原因分析委員会では、 お子様を出産 された施設か ら提出 された診療録と助産録、 検査デー

タ と い う のが 1 つ と 、 それか ら 2 つ 目 と して 、 保護者様か ら提出 していただ く 情報を も と

に して原因分析を行 う と い う こ と が書いてあ り ます。

そ して 、 その 2 つ下の段落に、 ｢ こ の書類の到着か ら○○ 日 以内に｣ と い う 言葉で始ま る

段落があ り ますが、 そ こ に、 後 日 、 事例の概要を送る と い う こ と が書いてあ り ます。

こ の事例の概要のイ メ ージですけれども 、 後の議題にな り ますが、 本 日 の資料 4 にな り

ますけれども 、 原因分析報告書の案があ り ます。 本 日 の資料 4 の 1 ページ 目 か ら 5 ページ

目 だった と 思いますが、 そ こ までが事例の概要 と い う 、 大き な数字の 2番です。 事例の概
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要になってお り ます。 そ こ に書かれている よ う な こ と が事例の概要と して保護者に届 く と

い う こ と にな り ます。

第 2 報 目 。 そ の概要 と と も に送る第 2 報 目 ですけれども 、 これが 2 ページ 目 以降、 最終

ページまでにな り ます。

2 ページ 目 のポイ ン ト と しては、 中ほ どに 、 ｢ ご意見等は運営組織で整理、確認 した上で｣

と い う 言葉で始ま っ ている段落が ございます。 そ こ に下線で引いてあ り ますよ う に 、 原因

分析報告中の ｢児 ･ 家族か ら の情報｣ と い う と こ ろに記載されます と い う こ と が 1 つ と 、

それから 、 その後続いて 、 お産の施設か らの情報 と保護者様の記憶が異な る場合は両論併

記になる と い う こ と が 1 つ。 それか ら 、 意見の内容に よ っては対応でき ない場合があ り ま

す と 、 こ う いった こ と を ご理解いただき ますよ う お願い します と 書いてあ り ます。

そ して 、 1 ページ、 まため く っ ていただき ま して 、 実際の第 2 報の意見書にな り ます。

これ と 、 先ほ ど申 しま した概要が手元に届 く と い う こ と にな り ます。

こ の意見書は、 その概要ですれ 資料4 の項 目 立てに即 したも のになってお り ます。 追

加 したい事項だと か記憶 と 異なる箇所があれば、 余 白 の と こ ろ に書いていただ く と い う こ

と にな り ます し 、 そ う い う も のはない と い う こ と であれば、 四角 の中に し点を入れていた

だければ結構ですと い う こ と になってお り ます。

項 目 立て と して 、 1 番の 1 ) の妊産婦に関する基本情報は、 前回に比べて新 し く 加えま

した。 基本情報 と 申 しますのは、 年齢や身長、 体重や、 喫煙歴、 飲酒歴と か既往歴な どの

こ と でございます。

そのページは、 それ以降変わ り ございませんで、 その次のページの 4 ) も変わ り あ り ま

せん。 そ して 、 さ ら にその次のページに行き ま して 、 5 ) 、 6 ) と 、 これも変わ り あ り ませ

んで、 最後 7 ) です。 7 ) は 、 分娩機関か ら児 ･ 家族への説明 と い う こ と にな り ますが 、

これは新 し く 追加 しま した。 それか ら 、 最後に 8 ) を 、 その他 と い う のを追加 しておいた

ほ う が よい と い う ご意見も あ り ま したので、 8 ) を追加 してお り ます。

そ して 、 最終ページは 2番、 3 番です。 これは前回 と 変わ り ございません。

以上の よ う な形で作成途中でございます。

以上です。

○岡井委員長

あ り が と う ご ざいま した。

こ こ も 2 段階にする と い う ふ う に ご意見がございま して 、 そ う い う こ と を考慮 して、 こ
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い う ふ う むこ考えた と 。 最初の段階で聞いて 、 概要 と い う のができた段階で、 これでよ ろ

いですか と い う こ と を も う 一回お伺いする と 。

いかがですか。 こ の 2 段階と い う のは、 第 1 報、 第 2 報 と い う よ う な。

これは 1 報 と い う よ り も 、 最初が報ではおか しいんですよれ 最初は、 と 々こか く 。

上田理事

最初のご案内 と い う 意味です。

ご案内でいいのかな。 お願い。

池ノ 上委員長代理

2 があるぞ と い う ので。

上 田理事

はい。 表現ですれ

岡井委員長

ち ょ っ と表現はあれ と して 、 考え方はこれでよ ろ しいですか。 2 回で行 く と 。

k上委員

こ の第 1 報 と い う のは必要はある んですか。

岡井委員長

1 報 と い う のは、 最初に と にか く 情報、 意見を も ら う 。

水上委員

これを第 1 報に。

岡井委員長

だか ら 1 報 と い う のはおか しいんです。

氷上委員

これに対 して、 何か患者さ んか ら意見を求めている んですか。 こ の最初の紙のほ う の第

と い う こ と か ら 。

、や、 最初の。

岡井委員長

いや、 そ う じゃない。 第 1 報はおか しい。

k上委員
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今後そ う い う 情報を求めますよ と い う ご案内だけです寿為

○上田理事

はい。 事前の。

○水上委員

要 ら ないん じゃ ないの、 これ。 も しか した ら 、 だか ら事務手続が煩雑になるだけ じゃな

い ? 大丈夫ですか。 こ の第 2 報だけで、 こ の よ う な。

○岡井委員長

これは最初に書いて も ら う 予定なんです。 情報は医療提蟄拱機関、 分娩施設か ら も も ら う

し 、 家族か ら も最初にまずも ら う と い う も のに。

○水上委員

これに対 してですか。 こ の第 1 報に対 して も ら う と 。

○岡井委員長

第 1 報に対 して じや ないの。 最初にお願い します と い う 案内の断 り です。 情報を提供 し

て く だ さ い と 。

○隈本委員

これはあれなん じゃないですか。 最初に 、 あなたにはお金が出る こ と にな り ま した よ と

い う こ と をお知 らせする と き に一緒に挟む紙じゃないですか。

○岡井委員長

そ う そ う 。 だか ら 。

○隈本委員

つま り 、 いずれは原因分析のためにお話をお伺いする こ と にな り ますよ と い う こ と を。

○岡井委員長

いやいや、 これは最初の段階で、 と にか く 意見書 と い う のを書いても ら う んですよ 。

○上田理事

先生、 すみません。

○岡井委員長

違 う の ?

○上田理事

当初はそ う い う 案で したが、 今、 ご説明 しま した よ う に、 第 1 報は、 何 日 か後に ご意見

をいただき ます、 その と き に 、 事例の概要をお届け します と い う こ と を事前にご案内する
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も のです。 そ う します と 家族の方は、 そのための準備を されます。 例えば、 カルテを見た

い と 準備される方もい ら っ しゃ る かも しれません。 あ るいは母子健康手帳 と か、 次の実際

に意見を求め られた場合に提出でき る よ う に準備されます。

次に 、 第 2 報は、 これま でお話ございま したよ う に 、 家族は当時の記憶をなかなか思い

出せないので、 先ほ どの事例の概要の よ う な具体的な経過をお届 け して 、 それを見なが ら

意見を書いていただ く と い う 案です。

○岡井委員長

そ う する と 、 概要ができ る までは意見も らわないんですか。

○上田理事

そ う ですね。

○岡井委員長

あ、 何だ。 ち ょ っ と僕、 勘違い していた。

○上田理事

すいません。

○岡井委員長

そ う ですか。

○鈴木委員

第 1 報がご案内で第 2報がお願いです表丸

○上田理事

そ う です。

○岡井委員長

こ の第 1 報は要 ら ない。 そ う した ら僕も第 1 報は要 ら ない と 思いますよ 。 水上先生 と 同

じ。

○鈴木委員

いやいや、 第 2 報が来る までに記憶を喚起するためのご準備をいただき たい と い う こ と

なんですよれ

○水上委員

じゃ あ、 それだった ら 、 こ んな長った ら し く な く て も 、 わか り やす く したほ う がいいよ 。

これは多分、 患者さ ん も何かわから な く て 、 嫌になっ ちゃ う と思いますま 。

○岡井委員長
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はい。 わか り ま した。

○池ノ 上委員長代理

これ、 後か らお送 り いた しますので。

○鈴木委員

お送 り いた します と 。

○水上委員

だか ら病院側でま と めた症例の詳細についてが近 日 中に入手予定ですので、 そ う した ら 、

それをお送 り しますので、 分娩時の経過について、 ご記憶 と か、 そ う い う 証拠 と な る よ う

な母子手帳と かあ り ま した ら ご準備 く ださ い と い う よ う な、 ほん と う るこ簡単な話で、 これ

は長過ぎます。

○上田理事

長過ぎる 。 はい。

○岡井委員長

簡単なつも り なんですけ どえ為 最初に 目 的 と カメ可か、 全部 く っつけている んで、 そ こ の

部分が、 僕もでも 、 こ う い う ふ う に間違えちや っ た。

○豊田委員

だか ら 、 紛争防止 と か、 そ う い う こ と を こ こ に載せな く て もいい と 思 う んです。 最初の

1 報の と こ ろで、 多分、 最初にこ う い う こ と が来た と き って 、 例えば ミ ス じゃないか と 思

う 人もいるかも しれない し、 そ う じゃな く て 、 周 り の人たちの こ と を気に して 、 何聞かれ

る んだろ う と 思っ ちゃ う 人 と か、 いろんな人がいる と 思 う ので、 そ う い う と き に 、 こ う い

う データ を も と に行います と か、 そ う い う こ と を書いてある のはすご く 親切だと 思 う んで

すけ ど、 こ の 目 的をそんなに最初の 1 報の と こ ろに入れな く て も 、 その後 、 説明する機会

を設ければいい と 思 う のですが。 短縮する のであれば、 そ う い う と こ ろは必要ないのでは

ないかな と 。

○岡井委員長

第 1 報を出す 目 的は、 第 2 報 と い う か、 お願いが行った と き に 、 あ る程度、 心の準備が

でき ていて、 何か記憶をた どる よ う な書類な り 何な り 用意 しておいて も ら っ たほ う がいい

だろ う と い う 、 そ う い う 意図でこれを先に送ってお く わけですね

○上田理事

そ う ですれ はい。
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○豊田委員

それと 、 これを どこ でだれが ど う い う ふ う をこ使 う んだろ う と い う こ と が多分不安にな ら

れる と 思 う ので、 そ う い う よ う な こ と を分娩機関 と 患者さ んの両方に聞かな く てはいけな

いんだ と い う こ と が伝わる よ う な も のでな く てはいけない と 思 う んですけれど。

○鈴木委員

私は、 こ の程度の量であれば、 特に長 く て有害である のであれば問題ですけれども 、 特

に有害な記載がある わけ じゃ あ り ません し、 ご案内ですか ら 。 情報は 、 やは り あんま り 膨

大だ と 意味があ り ませんけれども 、 こ の程度の量であれば。 こ こ では情報をき ちん と提供

して 、 これか ら原因分析が始ま り ます と 。 い き な り 突然、 何か原因分析が来た よ と い う ん

じゃ な く て 、 要する に 、 給付金の決定 と 同時に 、 給付金は終わ り ま したけれ ど も 、 これか

ら原因分析が始ま り ます と い う こ と のご案内ですから 、 僕は出 しておいたほ う がいい と 思

いますけれども為 こ の程度で した ら 。

○岡井委員長

じゃ あ 、 む しろ 、 これか ら原因分析始めます と い う こ と を 、 先に書いて、 何月同 日 か ら

立ち上げます と かね つき ま しては、 あなたの情報も欲 しいので、 いずれ概要をお送 り し

ます と 、 そ う い う ふ う に しますか。 これか ら原因分析始めますよ と 。

○帳本委員

だか ら 、 それをス ト レー ト に言っ て 、 例えば、 母子手帳等、 記憶を喚起させる も のを ご

準備いただければ と か、 当時の こ と を ご準備いただければ と 、 ス ト レー ト に こ こ に書けば

いいん じゃないで し ょ う か。 今か ら原因分析を します と 。

○岡井委員長

今か ら原因分析を します と 。

○隈本委員

再発防止のためにを します と 。 そのためにはあなたの意見も必要ですか ら 、 いろいろ ご

準備 していただけますで し ょ う か。 数 日 後に詳 しいこ と をお送 り します と い う ふ う に書い

てみた ら ど う か と思います。

○池ノ 上委員長代理

こ こ の下 3 分の 1 ぐ らいの と こ ろに 、 00 日 以内に 、 お産 された病院、 事例の概要と保

護者様からの意見書の用紙と い う のは、 これは保護者様か ら 、 これか ら書いていただ く 意

見の用紙で し ょ う 。 まだ、 こ の と き は書いてないですれ
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○上田理事

そ う ですれ

○池ノ 上委員長代理

第 2 報の こ と ですね、 これは。

○隈本委員

第 2 報の こ と で、 これか ら来る と 。 既に書いてあるやつが来る よ う な。 今、 僕たちが読

む と 、 そ う 思っ ち ゃ う 。

○上田理事

そ う ですね。 意見書の書き込み用紙ですれ

0隈本委員

書き込み用紙 まだ空白 のやつが後 日 送 られます と い う こ と ですか ら ヌ為

○水上委員

ち ょ っ と確認なんですけ ど、 よ ろ しいですか。

そ う する と 、 第 1 報を送る のは、 審査委員会 と い う と こ ろで給付が決定 して 、 こ の原因

分析委員会に回って く る わけですね

○岡井委員長

そ う です。

0水上委員

例えば、 こ の原因分析委員会で、 こ の子の脳性麻痺の原因は、 おそ ら く 先天感染に よ る

も のである と い う こ と と した場合、 その給付金の給付の決定は取 り y肖 される こ と をこな る ん

ですか。

○上田理事

いや、 審査委員会でですれ

○水上委員

決定 したこ と “ま覆 らない。

○上田理事

はい。 審査委員会では、 補償対象は分娩に関連 して発症 した脳性麻痺児ですので、 出生

体重や在胎週数の基準及び脳奇形、 先天異常な どの除外基準な割こついて審査を し、 補償

対象の認定を します。 補償対象 と なったケース について原因分析を行います。 原因分析委

員会で、 医学的評価を行いますが、 補償対象の認定については審査委員会の審査に よ り ま
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ず。

○水上委員

そ う した ら給付金の決定が覆る こ と はないんですね。

○上田理事

そ う です為

○岡井委員長

こ の原因ではない。

○水上委員

ないんですか。 わか り ま した。 これは重要なこ と です。

○岡井委員長

原因分析の結果で、 最初の審査委員会の決定を覆すこ と はない。 少な く と も 、 も ら っ ち

や っ た ら 、 も う 取 り 返 される こ 割まない。

○上田理事

ですか ら 、 そ う い う 意味では、 審査委員会でも 、 そ う い う 速やかな補償と あわせて、 正

確 と い う か、 そ う いっ た審査を求め られます。 それは最大限取 り 組まれる と い う こ と です。

○水上委員

はい。 わか り ま した。

○岡井委員長

それは ど こ かに書いてあ り ま したっ け。

○水上委員

それはすご く 重要な点だれ

○岡井委員長

審査委員会で補償金を給付する こ と が決ま った、 補償金を出すこ と が決ま った事例の。

○上田理事

ですか ら 、 こ こ は補償金の支払い と 関係する ものではございません。

○岡井委員長

こ こ はいいですけ ど、 その規約の。

○上田理事

そ う です為 はい。 わか り ま した。

○岡井委員長

‐49-



こ の運営の基本的な理念 と して書いておかない と 、 先生言われたみたいに、 詳 し く 分析

した ら 、 こ う い う 原因だ と い う 、 ち ょ っ と 外れて く る場合が確かに出て く る可能性ある ん

ですけ どね。

○水上委員

十分あ り ますけ ど。

○岡井委員長

さ っ と 見た場合はいいだろ う け ど。

○水上委員

審査委員会の決定に影響を与える 。

○鈴木委員

支給審査 と原因分析の機構は何ら かかわ り はないんです。 支給審査が終わった後に原因

分析が来る と い う 時間的なタイ ム ラ グがあるだけで、 支給審査 と原因分析は何の関係も な

いです。

○岡井委員長

ま あ 、 そ う ですけ ど。

○鈴木委員

将来的にですま 。 将来的にマス分析 した と き に 、 支給決定 した ものの中に大半が先天性

が含まれている と 、 こ う い う こ と るこなった ら制度設計その も のを将来的に見直す と い う こ

と みまあ る かも しれませんよ 。

○水上委員

はい。 わか り ま した。

○鈴木委員

だか ら 、 こ の 2 つの機構は何の関係性、 影響性も ない と い う こ と です。

○水上委員

わか り ま した。

○岡井委員長

今みたいな疑問も 出る ので、 どこ かにそのこ と を書いておいて もいい と 思います。 審査

委員会での決定を、 こ の原因分析委員会で、 何か違 う 原因が出て もひっ く り 返すこ 揉まな

い と い う よ う な こ と を ど こ かに書いてお く 。 そ う する と 安心ですよ 、 受け る側。

○上田理事
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わか り ま した。

○岡井委員長

も ら っ たのに、 ほん と う の こ と 言った ら取 り 消 される かも しれない と 思って、 書いて く

れない と 困 る 。

○上田理事

はい。 それは。

○岡井委員長

じゃ あ、 ち ょ っ と待っ て く だ さ い。 最初に 、 これは ど う なんだろ う 。 何 日 以内に と い う

こ と だ と 、 相 当進んでか ら 。 最初、 始める前に欲 しい と い う わけ じゃないの。 これを送る

のは相当進んでか らだれ

○上田理事

はいo

○岡井委員長

も う 原因分析委員会ス ター ト して 、 概要ができ てき て ぐ らいの と き じゃない と 、 これは

送 らないよれ いついつか ら ス 夕 - ト しま した と い う こ と だか ら 。

○上田理事

すいません。 時間的な経過で整理する こ と を検討していま したが 、 今 日 、 提出する まで、

まだ至ってお り ません。

こ の事例の概要は分娩機関か らの診療録等の情報をも と 々瀦作成 します。 そ う します と 、

その期間が必要になっ てき ます。 それか ら 、 その事例の概要については、 分娩機関で確認

を していただき ます。 分娩機関も了解された内容である こ と を確認 したものをお届け し ま

う と 考えてお り ます。 そ う します と 、 作成の期間 と 分娩機関 と の確認の期間があ り ますの

で、 例えば 1 カ月 と か、 少 し期間が必要になっ て く る かも しれません。 その辺を、 次回整

理 して 、 ご説明 したい と 思っ てお り ます。

○岡井委員長

いずれに して も 、 あんま り 、 こ の最初の案内が来てから次が来る まで長い と いけないか

ら 、 それを考える と 、 も う 始ま っているんだまれ こ の事例の検討は。

○上田理事

はい。 そ う です為

○岡井委員長
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ある程度、 概要ができ た ぐ らいの と こ ろで送る 。

○上田理事

はい。 そ う です為

○鈴木委員

タイ ムスケジュ-ルを模式化 してほ しいです為

○上田理事

はい。 そ う ですね

○岡井委員長

じや あ、 それをお願いする と い う こ と で。

○上田理事

次回に提出 します。

○岡井委員長

次までに と い う こ と でよ ろ しいですか。

○上田理事

はい。

○岡井委員長

そ う する と 、 こ の件は、 中身はいいですか。 意見書。

｢原因分析に係る ｣ と い う 、 これも役所用語で、 何かも う ち ょ っ と 一般の人に向ける よ

う な言葉に したほ う がいいか。

○隈本委員

全面的にお役所文章ですよれ だか ら 、 これはやは り も う 少 し一般のお母さ ん方にわか

っ て も ら え る と い う こ と を。 先ほ ど皆 さ んのお話を聞いている と 、 非常に理解でき るんで

すよね。 ｢心の準備 して く だ さ いね｣ と か、 ｢忘れている こ と も あ るで し ょ う か ら思い出 し

て く だ さい｣ と か、 ｢いずれ来ますか ら 、 ち ょ っ と待っていて く だ さい｣ と い う よ う な文章

を 、 そのまま なるべ く 、 そのま ま の 日 本語で書いていただ く のがいいから思いますけれど

も 。

○鈴木委員

漢字が多いですよ 〕丸

○岡井委員長

よ く 患者さ ん説明用のパンフ レ ッ ト なんかは易 し く 書いてあるか ら 、 そ う い う つ も り で
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書けばいいです為 説明のパンフ レ ッ トみたいな。

○隈本委員

そ う ですれ パンフ レ ッ ト の文章に近い文章がいいのではないで し ょ う か。

○岡井委員長

じゃ あ 、 すいませんが。

○上田理事

はい。

○水上委員

それと確認でも う 一点ですけ ど、 そ う します と 、 も う 給付金の決定は されていて、 患者

様、 家族が これに協力する と い う モチベーシ ョ ンは、 も しか した ら ば、 これで確かに原因

は分娩中の何と か と い う こ と で、 も し訴訟を起こ した ら 、 も っ と 多 く の補償をゲッ ト でき

る かも しれない と い う のが協力のモチベーシ ョ ンですね、 一番肝心なのは。

○岡井委員長

いや、 そんなこ と ないですよ。 それはやっ ぱ り 患者さ んにも原因分析 して、 そ う い う 事

例を減 ら してい く んだ と い う 気持ち に一緒になっても らわない と だめなんです。

○水上委員

なる ほ ど。 いや、 だか ら 、 僕が言いたかった こ と は、 も し、 これでほん と う の こ と を言

ったな ら ば、 こ の給付金の交付決定は絶対ない と い う 保証が重要である と い う こ と です。

○岡井委員長

それはない と い う 保証は、 まず しない と いけないですれ

○水上委員

それはないわけですれ 先ほ どの よ う に刃風

○岡井委員長

　　　

訴訟云々 と い う のは、 と にか く あ る こ と はあ る んで、 それはこ こで言えばいい。

○隈本委員

も し、 例えば、 そ う いっ た疑問があるんで した ら 、 第 1 報の中の説明に、 こ の原因分析

は給付金の支給 と は関係あ り ません と い う 一言を入れた らいかがで し ょ う か。

○岡井委員長

こ こ にち ょ っ と 書いてある 。 それは書いてあ り ます。 その件に関 しては書いてあ り ます。
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○隈本委員

そ う い う 言葉で。

○岡井委員長

はい。 わか り やすい言葉ですれ はい。 わか り ま した。

○上田理事

はい。

○隈本委員

ただ し、 やっ ぱ り これに協力するお母さ んの気持ちは、 真実を知 り たい と 。

○岡井委員長

そ う 。 真実を知 り たい と い う か、 やっ ぱ り 同 じ よ う な気持ちで原因分析 してほ しい と 。

○隈本委員

要する に、 ど う い う 原因で起こ っ たのかを解明する こ と が と て も大切ですと い う こ 割こ

ついては、 そ う い う ふ う に書いていただいたほ う がいい と 思います。

○木下委員

保護者か ら のいろんな ご意見 と 同時に、 病院サイ ドの意見は聞かないのですか。

○岡井委員長

病院か らの情報 ? どこ かにあ る 。

○木下委員

妊婦さ ん側のご意見は聞いていますので、 病院サイ ド “こ も こ の よ う な状況が起こ った こ

と るこ対する意見は聞いたほ う が よい と 思います。

○鈴木委員

それ、 資料 2 じゃ ないですか。

○木下委員

あ り ますか。

○隈本委員

資料 2 の一番最後の と こ ろ。

○木下委員

資料 2 の と こ ろ。

○鈴木委員

はい。
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○隈本委員

今回のケース についての。

○木下委員

これだけ患者さ ん側のほ う の詳細なコ メ ン ト をいただいている わ り るこは、 病院側のほ う

か ら は、 ただイ ンプレ ッ シ ョ ンだけを述べるだけでは不公平な話ですので、 両方に同 じ よ

う な こ と を尋ねる ほ う が よい と 思います。

○岡井委員長

両方か ら ……。

○木下委員

そ う です。

○岡井委員長

情報な り 意見な り を両方か ら平等にいただこ う と い う 思想はあるんですけ ど も 。

○木下委員

あま り に重みづけが違い過ぎては問題です。

○岡井委員長

こ ち ら 、 患者 さ んのほ う に。

○鈴木委員

いや、 先生、 これは保護者の記憶は、 特段の事情がない限 り なかなか喚起 しに く いだろ

う と い う こ と で も っ て 、 あえて質問項 目 を小 さ く 区切っ て聞いている んです。 診療機関に

関 しては、 診療経過プロ セス全体をお尋ね しているわけですか ら 、 こ の よ う に細か く 区切

っ て聞かな く て も 、 診療機関については、 妊娠経過 と 分娩経過はき ちん と把握 している と

い う 前提で出 して も ら う と い う こ と なので、 それは 目 的が違います。 細か く 聞 く 聞かない

の 目 的が。 記憶喚起のために、 こ う やっている と い う のが前回までの議論ですか ら 。

前回までは、 も のすご く 漠然 と していたも ので、 これだけ じゃ記憶は喚起でき ないん じ

ゃないか と い う 豊田 さ んの意見に従っ て、 あえて細分化 した と い う こ と ですから 、 だか ら 、

僕は これでいい と思います。

○木下委員

言わん と している こ と はわか り ますが、 病院側も意見を述べて よい と 思います。 記憶の

喚起も さ る こ と なが ら 。

○岡井委員長
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はし 、はい。

○石渡委員

こ の概要が患者様に届 く わけですよれ そ う する と 、 患者 さ んは意見をま と め る と き に 、

病院に対 して質問はないで し ょ う か。 こ こ の と こ ろはわか り "こ く いんだけ ど、 実は ど う だ

ったで し ょ う か と い う よ う な病院側への患者さ んか ら の問い合わせ と い う のが 、 も しない

んであればいいけ ど、 も し あ る のだっ た ら 、 病院に も報告書の中の概要をお知 らせ したほ

う が対応が しやすいのではないか と い う 気はする んですけ ど。

○岡井委員長

患者さ んが、 こ ち ら に情報を提供する 。 原因分析委員会に情報を提供する な り 意見を述

べる のに 、 病院側に何か確認 しておき たい と い う 場合がある 。

○石渡委員

そ う そ う 。 そ う い う と き には、 病院に突然電話な り 話が来る わけだか ら 、 病院側のほ う

が戸惑 う ん じゃ ないで し ょ う か。

○岡井委員長

こ う い う こ と を聞いていますよ と 、 今、 患者 き んか ら情報を入手する手続に入 り ま した

よみたいな こ と を病院雑則に も伝え る と い う こ と ですか。

○石渡委員

ええ。

○隈本委員

その概要は病院に行 く ん じゃなかっ たっ け。

○上田理事

概要は、 はい、 行き ます。

○隈本委員

先に概要が。

○石渡委員

概要は病院に行き ますか。

○上田理事

はい。

○隈本委員

患者さ んに届 く 前に行っ ている んですれ
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○上田理事

そ う です。 はい。

○池ノ 上委員長代理

同 じも のを出 した らだめで し ょ う 。

○岡井委員長

同 じも のを出す と い う 前提ですよ 。

○上田理事

先ほ どお話 し しま したよ う をこ 、 事例の概要が分娩機関に確認のために行き ますので、 そ

れは当然、 同 じ も のにな り ます。 今 田ま用意 してお り ませんけ ど。

○池ノ 上委員長代理

せっか く つ く られた分娩の原因分析。 かかわ り が出る か ど う か して 、 原因分析の意見書

と い う のが一緒に病院に行っても 。

○岡井委員長

同 じも のを為 全 く 同 じ も ので。

○池ノ 上委員長代理

患者さんに出すの と病院に出すの と 、 まずいですか。

○隈本委員

患者さ んには、 こ う い う も のを渡 しま した と い う こ と を病院にサンプルで。

○岡井委員長

いやいや、 病院か ら も意見を聞 く んですよ 。 患者 さ んも 、 医療提供者、 病院も 同 じ よ う

に情報を提出 して も ら う んであれば、 同 じ ものを送る と 。

○池ノ 上委員長代理

概要を送っ て。

○木下委員

つま り 、 一番言いたかったこ と は、 弁護士の方が 2 人も入る必要があるか と い う こ と で

す。 医学的な問題を検討する と言いなが ら 、 そ う いった こ と にな る と 、 法廷の場での論争

みたいなこ と "こな る のではないかと思ったこ と です。 それではあま り 意味ないな と 思いま

す。 患者さ ん方の ご意見は、 確かに聞 く のは大事だ と 思いますが、 議論の焦点がシフ ト し

て しまわないか危惧 したのです。 論点 と して 、 確かにこ の こ と が心配だ と い う こ と は言 う

のは結構ですが、 あま り に も詳細に渡っての話では、 真の原因分析か ら離れる可能性があ
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り ます。 患者 さ ん側か らする と 、 こ こ は ミ スがなかっ たんだろ う か、 ど う なんだろ う か と

い う ふ う な視点が出て く るだけに 、 そ う い う こ と ばっ か り が中心になっ て く る よ う な分析

委員会 と い う のは、 医学的な問題をちゃん と 明確に して議論 し 、 しかも再発につなげてい

く と い う 視点か らずれる のではないか思いま した。 つま り 、 その辺の と こ ろが強調される

よ う な印象を持ったも のだか ら 、 当初、 鈴木先生がいわれた よ う な意味での論点整理をす

る のが 目 的で弁護士が参加する と い う 話から進んで、 そ こ までする必要がある のか と 思い

ま した。 患者側に非常に詳細に聞いている と い う こ と は、 何か ミ スがなかっただろ う か、

ど う なんだろ う か と い う 視点に必ず入るだろ う と 思います。 ですか ら 、 その辺の考え方の

調整をお願い致 します。

○鈴木委員

1 つは、 親委員会、 全体委員会で勝村さ んが、 分娩経過について、 要する に 、 妊婦さ ん

側の記憶と病院側の記憶が対立する こ と が 、 事実認識が異なる こ と が非常にあ り 得る 、 む

しろ よ く あ る と い う こ と でも って 、 病院側だけの意見で事例の概要をま と め る と い う のは

いかがなも のか と 、 こ の意見に配慮 しな き やいけないですね、 1 つね

○木下委員

それはわか り ます。

○鈴木委員

ですか ら 、 妊婦の側から も記憶を聞 く と 。

も う 一つは、 豊田 さ んが言った、 妊婦の側から記憶喚起する と き に 、 どこ か気になる と

こ ろだけに 1 点集中する ん じゃな く て 、 全体的な記憶喚起を していただいて出 していこ う

と 。 そのために、 ある程度、 小間形式でやったほ う がいいだろ う と い う こ と で、 こ う い う

経過になっているんだろ う と 思 う んです。

ご心配な対立 と い う のは、 む しろ一方当事者だけか ら聞いてい く と い う こ と のほ う が対

立をあおる わけなので、 中立的に公正にやる と い う と こ ろが対立を解消する こ げこ もな り

ます し、 先ほ ど水上先生が次の訴訟の こ と までおっ しゃ られま したけ ど、 これは勝村さ ん

言っ ている こ と ですけ ど、 こ の原因分析がき ちん と や られなければ訴訟に発展 しますよ と 。

つま り 、 こ こ で原因分析をちゃん と や らないのであれば、 裁判所でやっ ていただ く しかな

い と 。 こ こで原因分析をき ちん とやる こ と が 、 む しろ紛争解決と い う と こ ろに もつながっ

てい く んだ と い う こ と なので、 木下先生のご心配、 わか ら ないわけではないですけ ど、 そ

の両側のス タ ンス を踏ま えてス ター トする と い う ふ う に して 、 運用の中で、 ま たいろいろ
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出て き た問題については解消 していけばいい と 思 う んです。 も し 、 先生ご心配の よ う &こ 、

こ の意見聞かれて、 いき な り 保護者が分娩機関にいわば乗 り 込んでい く よ う な形で紛争が

激化する と い う こ と であ る のであれば、 それはそれ と して 、 ま たや り 方を変えてい く と い

う こ と で、 歩き なが ら運用を考えてい く と い う こ と じゃないか と 思 う んです。 世界中 、 こ

んな こ とやっ ている と こ ろ 、 どこ に も ないだろ う と 思いますので。

○岡井委員長

いや、 も っ と いい制度をやっ てい る と こ ろあ り ます。

○鈴木委員

そ う ですか。

○岡井委員長

日 本よ り 。

○隈本委員

1 つ、 今こ う やって 、 書き込み用紙の段階では、 こ の よ う なバラ ンス になっていますけ

れども 、 最終的にでき 上がったデータ の量か らいえば、 圧倒的に医療機関か ら 出て く るデ

ータ のほ う が多い と 思 う んですが。 も ち ろん、 カルテのコ ピーもそ う ですけれども 、 分娩

経過も 、 ほ と ん どが分娩機関から のデータ に基づいている ので、 例えば、 報告書のバラ ン

ス と して 、 お母 さ ん方の意見ばか り が載っている と い う よ う な印象にはな ら ない と い う 、

全体的なバラ ンスが と れる のではないか と い う 気がする んですけ ど。

○上田理事

次回、 先ほ ど私、 分娩機関にも意見を確認する と い う こ と を言いま したので、 時間的な

面 と 、 どの よ う にする か全体の流れを整理します。

○岡井委員長

ち ょ っ と 、 今の議論の決着をつけたい。 木下先生、 よ ろ しいですか。 やっ ぱ り 、 これ く

らいの程度、 患者さ ん側か ら も情報を も ら う と い う こ と 。

○木下委員

結構です。

○岡井委員長

これを ど う 扱 う か と い う こ げま、 ほん と う に こ の分析委員会のや り 方で、 情報がた く さ

んあっても 、 いろんな不満がいっ ぱいあった と き 、 その不安を吸い上げる と い う 意味では

決 してないわけで、 だか ら事実に関 して 、 も し も 医療提供者側が提供 している情報 と あま
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現こ も食い違っている場合は、 ほん と う に どっ ちが正 しいか と い う こ と も確認 しない と い

けないo

o木下委員

そ う い う こ と も踏ま えて 、 原因分析 と い う と こ ろは、 仮に誤解があっ た り 、 それはこ う

い う こ と なんだよ と い う こ と を丁寧に説明 してい く と い う こ と のためには、 こ う いった疑

問があっ て も よい と 思います。 実際の委員会の運営プロセスでも って 、 ど う なっ てい く か

決ま って く る と 思います。 情報 と しては、 妊婦 さ んだけ じゃ な く て病院捌から も意見が同

時にあって もいい と 思います。

○岡井委員長

だか ら 、 これ同 じ よ う に:病院側に も 聞 く と い う のでいいん じゃ ないですか。

○池ノ 上委員長代理

それの病院バ-ジ ヨ ン。 これは要は事例の概要をま と め るわけですね

○岡井委員長

先に事例の概要をま と め る 。

○上田理事

そ う です。

○池ノ 上委員長代理

それを病院に戻 した と き に、 これでよ ろ しいですか、 事実 と 異なる こ と あ り ませんか と

い う こ と を病怪粥則か ら意見を も ら う 。 それのバ-ジ ョ ン。 似たよ う なバージ ョ ンをつ く れ

ばいいわけです。

○岡井委員長

必ず同 じも のを送って 、 意見を も ら う 。 同 じ よ う な こ と を両方か ら聞 く と 、 そ う い う 意

味なんですかね

○木下委員

わか り ま した。 それでいい と 思います。

○岡井委員長

どち ら に立たない。

○木下委員

その次は原因分析の と き にき ちん と やってい く と い う こ と で、 患者 さ んの疑問に も答え

てい く し、 あ るいは病院の問題に対 して も 、 ちゃん と答えてい く と い う 姿勢で行 く な ら ば
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いい と思います。

○岡井委員長

じや あ、 同 じ よ う をこ提供して も ら う 。

○豊田委員

私も今、 最終的に木下委員のおっ しゃ る と お り 、 そ こ に賛成で、 これは実際の話ですが、

先生、 私、 聞 き取 り させていただいたんですよ。 そ う した ら 、 多分、 原因分析される方た

ちが困っ て しま う と い う こ と を感 じたんです。 逆に こ う い う ふ 捌こ細か く しない と 。 それ

ぐ らい、 ど こ を伝えていいかも わか ら な く て 、 思いの部分だけを逆に伝えて しま う ので、

かえって分析される方たちが困っ て します と 思 う んです。 そのためには、 こ こ まで細か く

しない と 困って しま う 。 なので、 両方にそれをすればいいんだと 思 う んです。

0木下委員

そ う ですね。 よ く わか り ま した。

両者に と って 、 問題点は、 心配 している と こ ろはある わけで、 それに対 して原因分析委

員会が答えてい く と い う こ と の役割も ある と 思います。 どっ ちに対 してもです。 また 、 病

院側のサイ ドのほ う で、 やっ ぱ り 問題がある と する な ら ば、 それに対 して答えてい く 必要

があ り ますのでよ ろ し く お願い します。

○岡井委員長

そ う する と 、 石渡先生の言われた、 医療機関のほ う に 、 こ う い う 手続は今 と っ ています

と い う こ と はお伝え したほ う がいい。

○石渡委員

概要が行 く んな ら 、 よ ろ しいん じゃないですか。

○岡井委員長

これは医療機関にも送っ ています と い う こ と を家族にも伝える し 、 医療機関に も 、 家族

にも 、 こ の事例経過を送って意見聞いています と 、 両方同 じ よ う に伝えま し ょ う か。

○石渡委員

それでいいんだ と 思います。

○岡井委員長

それでいいです為

○豊田委員

そ う する と 、 両方に こ う い う こ と を聞 く と な る と 、 意見書 と い う 名前でいいですか。
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○岡井委員長

その表現ですれ

○豊田委員

ち ょ っ と それが。

○岡井委員長

それはち ょ っ と 考えま し ょ う 。 意見書 と い う のがいいか ど う か と い う 。

○豊田委員

ええ。

○岡井委員長

はい。 あ り が と う ございま した。

○竹村委員

ち ょ っ と よ ろ しいで し ょ う か。

今 日 は原因分析の話で、 こ う い う 書類が出ている わけですけれども 、 最初に事案と い う

か、 事例を報告する用紙 と い う のは別にある んです表熟

○岡井委員長

あるんですよね。 申請用紙が。

○竹村委員

医療機関か ら 、 こ う い う 状況で した と い う こ と を 、 も っ と 医学的に詳 し く 報告する と い

う 、 一般的な管理体制の報告はあ り ますけ ど、 こ の事例について、 ど う い う 経過をた どっ

たか と い う 。

○岡井委員長

申請のほ う は ど う なっている んですか。

○上田理事

事例については、 分娩機関か ら の 、 診断録と か、 検査データ な どです。

○竹村委員

生データ を送っ て も ら っ て 、 それはこ ち らでま と め られる 。

○上田理事

はい。 仮想事例における原因分析報告書は1つの例であ り ますが 、 こ う い う 形で、 分娩経

過な どを 、 診療録や検査データ な どを も と をこま と めます。

○岡井委員長
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それは原因分析のほ う で し ょ う 。 そ う じゃな く 、 一番最初の申請で し ょ う 。 申請があっ

た と き に 、 これは対象になる か ど う かを判断する ための書類は、 別な。

○上田理事

申請の と き は、 診療録や診断書です。 それを も と "ご審査を します。 ですから 、 特に何か

ま と め る も のはございません。

○竹村委員

それは特にフ オ-マ ッ ト ってないわけですれ

○上田理事

はい。 あ り ません。

○竹村委員

チェ ッ ク ボ ッ ク ス方式と か何 と か、 こ の前言っていたのは、 それ と はまた別だ と 。

○池ノ 上委員長代理

支給するかど う か と い う こ と の審査をするために必要な資料が最初出て く るわけで し ょ

り 。

○上田理事

そ う です。 ですか ら 、 それは診断書ですと か、 診療録や検査データ を も と に します。

○池ノ 上委員長代理

それはある程度のフ ォーマ ッ ト と い う か、 こ う い う こ と を出 して く ださ い と い う 項 目 は

リ ス ト ア ップ されている わけですよれ

○岡井委員長

審査委員会のほ う の 、 その辺の手続の準備は どれぐ らい進んでいる んですか。

○上田理事

ですか ら 、 診断書は、 よ う や く ま と ま り ま した。

○岡井委員長

ど う い う データ を欲 しいか。 カルテだけなのか、 サマ リ ー も書いて も ら う のか。

○竹村委員

それが全然提示 されていないので、 医療機関 と しては、 ま るで向 こ う 側の意見だけ聞か

れちゃ う と い う よ う な印象があって、 例えば、 資料 2 の と こ ろ も 、 ち ょ っ と 時間がな く な

ったんで、 私、 遠慮 したんですけれ ども 、 患者 さ ん側 と ど う い う 話し合いを して 、 ど う い

う 決着がついたかつかないか と い う よ う な、 ど う い う 話 し合いになっている のか と い う よ
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う な こ と は、 患者 さ ん側のほ う には、 ど う い う 説明を受けたか と い う よ う なのは、 た しか

あったん じゃ ないかと思 う んですけれども 、 なかっ たですか。 患者 さ ん側に ど う い う 説明

を して 、 ご納得いただけたのか、 いただけていないのか と い う よ う な こ と を書く よ う な こ

と は、 資料 2 の中にはないよ う に思 う んですけ どン巍 ど う なんで し ょ う 。

一般的な管理体制はあって、 最後のほ う で意見を書いてあ り ますれ

○上田理事

先生、 よ ろ しいですか。

○岡井委員長

そ う い う の 、 カルテ もそんなこ と になっ ている んだよね

○上田理事

先生、 約款ですれ それか ら 、 こ の よ う なハン ドブ ッ ク を各分娩機関に既にお届 け して

います。 こ こで、 分娩機関が何を提出する かについては記載 しています。

○竹村委員

その中にある わけですか。

○上田理事

はい。 診療録、 助産録、 検査のデータ の写 しです と か、 出産証明書ですと か、 そ う い う

のを示 してお り ます。

原因分析の関係 と しては、 診療録 と 助産録と検査データ の写 しです。

○木下委員

今の大事なご指摘だ と 思いますけ ど、 診療体制に関する情報提楚供 と い う こ と の中に 、 8

番以降の問題 と い う のは、 これ と ち ょ っ と意味が違います。 ですから 、 今回の事例に関す

る 問題 と い う のは、 また別個にすべき です。

○岡井委員長

それは先生、 さ っ き 出ま した。

○木下委員

すGこ出たのですか ?

○岡井委員長

も う する こ と に しま した。

○木下委員

そ う ですか。
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○岡井委員長

はい。

○木下委員

わか り ま した。

○竹村委員

ど う い う 説明 したか と い う よ う な こ と は、 カルテに書いてある の も あれば、 ないのも あ

る と 思います。 その辺のあれからい う と 、 やっ ぱ り 追加 したほ う がいいん じゃ ないか と 。

○岡井委員長

最初に申請をする と き提出する書類、 ち ょ っ と これ、 検討は されていないんですか。 審

査委員会のほ う の準備は どの程度行っている のか。 ほん と う に これでいいのか、 も う ち ょ

っ と何か。

○池ノ 上委員長代理

重複するかど う かを 、 審査をする委員会の作業を。

○岡井委員長

審査する委員会 と しては、 原因分析委員会ほ ど細か く や らないに して も 、 これが該当す

る かど う かを判定 しなき やいけないで し ょ う 。 そのために必要な資料 と して 、 これで十分

なのか ど う か。

○上田理事

いや、 ですか ら 、 運営組織に提出 されます。 診療録や検査データ と 、 診断書を も と に審

査委員会では審査を します。

○岡井委員長

それだけでいい と い う こ と ですれ

○上田理事

はい。

○水上委員

その と き に 、 そ う い う いろんなカルテ と か検査データ と か、 そ う い う も のの写 し と と も

に 、 その施設のサマ リ ーのフオ-マ ッ ト をつ く っ て 、 これを埋める よ う な形で書いても ら

っ て 、 それか ら 、 そ こ に患者 さ んへの説明 と い う よ う な と こ ろ を 、 その場面であっ た ら書

いて く だ さ い と い う よ う な フォーマ ッ ト をつ く っ ておいて、 それで最初に申請 してお く と

き に してお く と 、 お互いにすご く 便利になる ん じゃ ないで し ょ う か。 全 く そ う い う 申請の
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と き に、 カルテ と か、 そ う い う のの写 しだけ、 ドーン と 送 られて も 、 それをま と めて 、 大

体ど う い う 流れだったか と する の と い う のは、 また大変な手間がかかる と 思 う んです。 こ

っ ちの機構が。 む しろ 、 それをやっ て も ら って 、 それがほん と う るこ正 しいかど う かを確認

する と い う よ う な作業のほ う が 、 こ の審査委員会で、 ずっ と 楽だ と 思 う んです。

○上田理事

先生、 それを確かにま と め る のは大変ですけれ ども 、 診療録です と か、 実際の生データ

をいただいてま と めます。

○水上委員

それはも ら う んで し ょ う 。

○上田理事

はい。

○水上委員

それはも ら う んです。

○上田理事

はし 、。

○水上委員

それと と も に、 こ ち らで決めた書式のフオーマ ッ ト も一緒に、 申請者側か ら作成 して も

ら えば、 その後に、 また患者さ んへの説明は ど う なっていたか と い う のをやっ たほ う が 、

ずっ と 楽 じゃないですか、 こ っ ち側が。 それは分娩機関も大変 じゃない と 思います。 言い

たいこ と あ る と 思いますから 、 最初に。 ど う なんで し よ う か。

○上 田理事

ですから 、 今回は診療体制についての情報提供をお願い していますが、 今先生おっ しゃ

いま した患者側への説明を求める こ と も 1 つの提案か と 思います。我々 は診療録の中か ら 、

そ う いった説明が ど う されたかを引 き 出そ う と 考えていますが、 む し ろ分娩機関が どのよ

う に説明 されたかを質問する こ と も考え られますれ

○鈴木委員

要する に 、 診療経過のサマ リ ーを書 く と い う こ と なんですが、 も と も と は、 こ の登録を

した医療機関には、 一応、 フ オーマ ッ ト に合っ た診療記録をつ く っていただ く と い う こ と

が義務化されている ので、 それを見れば診療経過はわかる と い う こ と の前提で、 サマ リ ー

を省いている んですよね。
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○上田理事

そ う です。 はい。

○鈴木委員

なので、 今あ る よ う な 、 例えば、 生まれた子は脳性麻痺になったけ ど、 診療記録見た ら 、

分娩経過が全然書いていない と 。 これは も う サマ リ ー書いて も らわな き やわか ら ない。 そ

う い う 事態は想定 してないんです。 要する に 、 診療記録はこ う つ く って く だ さい と い う こ

と を前提に して 、 それを見れば、 それがサマ リ ーになっている と い う こ と を前提に、 特段、

給付審査請求書の中に分娩経過が細か く 書かれている わけではない。 こ ち らが求めたカル

テを回収すれば、 コ ピーを回収すれば、 当然、 そ こ はピ ッ ク ア ップでき る 。 事実関係が ピ

ッ ク ア ッ プでき る と い う こ と を前提に している と い う こ と ですよ 1為

○上田理事

はいo

○水上委員

それはわか り ます。

○隈本委員

あ と 、 診療機関、 分娩機関側の意見を書 く と い う チャ ンスがない と い う ご指摘だと思 う

んです。 と い う か、 患者 さ んに ど う 説明 したか と い う こ と について 、 こ ち ら に報告する場

所がない と い う ご指摘ですよれ でも 、 我々 の本委員会の 目 的は、 医学的な経過を医学的

に判断する と い う こ と なので、 双方の調整をする と い う 目 的はない と い う こ と でいえば、

カルテがあっ て、 そのカルテに対 しての説明が ど う だったか と い う こ と は、 カルテの記載

の正確さ を補 う ために 、 ど う 説明 されたか と い う こ と は聞 く こ と はあっ て も 、 こ っ ちはこ

う 説明 して納得 したのに 、 ど う の こ う の と い う 調整は我々 は しない。 だか ら 、 あ く まで、

む しろ聞かないほ う がいいん じゃ ないですか。 要する に、 患者 さ んは医療機関か ら出てき

たデータ に対 して、 私の記憶と 、 そ う です、 その と お り です と 言っ ている のか、 違 う と 言

っ ている のか と い う こ と だけを確かめればいいのであって、 我々 は医学的な判断を して、

医学的に ど う ですよ と い う こ と を言えばいいので、 あま り 我々 が間に入って調整する と い

う よ う な印象を与えないほ う が 、 む しろいい。

○水上委員

いや、 僕の発言はそ う じゃ な く て 、 そ う い う カルテ と か、 看護記録と か、 そ う いったや

つを、 ポーン と コ ピーだけを送 られてき て も 、 それをやる審査委員会のほ う で、 分娩の流
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れと か、 それをつかむのが結構大変な作業になる ので、 簡単にサマ ライ ズしたよ う な も の

をあ らか じめ決め られたフォーマ ッ ト に して 、 それやっ て確認しなが ら 、 ほん と う にそ う

であったかど う か と やったほ う が 、 事務作業量がずっ と 減る で し ょ う と い う 話です。

○岡井委員長

それで、 審査委員会は、 まだ本格的に立ち上がってない ら しいんですけ ど、 審査委員会

のやる こ と るま 、 僕も ち ょ っ と誤解 していたんですけ ど、 そんな厳密に見ないんです。 何週

に生まれたか、 何グラ ムだっ たか、 先天奇形があっ たかなかったか、 それか ら後は全部小

児科。 小児科のほ う が C P の診断書をちゃん と つけて く る 。 脳性麻痺の。 あ と 出生後のイ

ベン ト でなかっ たか。 それだけを確認 した ら 、 はい、 差 し上げます と い う こ と になる ら し

い。 だか ら 、 詳 しい こ と は、 こ こ で全部やる 。 だか ら 、 さ っ き言われたよ う な情報で大丈

夫だと 、 審査委員会は。

○水上委員

例えば、 脳の奇形 と カメ可 と かでなっ た場合も 、 それは全然要求 しないんですか。

○岡井委員長

それでない と い う 、 そ う い う こ と は。

○水上委員

例えば、 MR I を撮っていて も 、 実際に……

○岡井委員長

いや、 それは小児科のほ う で診断を している わけですか ら 。

○上田理事

それは求めます。

○池ノ 上委員長代理

6 カ月 と か、 小児神経と かの先生たちの手を何回も経た人たちが対象になって く る わけ

です。

○水上委員

なる ほ ど。 わか り ま した。

○岡井委員長

だか ら分娩の経過云々 と い う のは 申請……

○鈴木委員

分娩 と 児の情報は 3 分割 されていま して 、 これを簡単にA 、 B 、 C と 言えば、 Aは形式
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的要件があっ ただけで支給決定 と 。 C は形式的要件がない と い う こ と で支給は排除される 。

真ん中の B の と こ ろは、 具体的な分娩経過について実質的な審査を行 う 。 だか ら 、 こ の B

の と こ ろだけが少 し詳 し く な る と い う こ と "こな り ます鼻為 個別的検討ですか ら 〕為

○上田理事

はい。

○岡井委員長

そ う い う やつがあ る 。 そ う い う 一部はある んです。 2 8 週か ら 3 2 週。

○水上委員

なる ほ ど。

○鈴木委員

ですか ら 、 圧倒的に多 く はAが来ている ので、 審査の段階では、 あま り 細かい分娩経過

を要求 していない と い う こ と 々こ な るわけです。

○松田委員

審査委員会の、 こ こ は全 く 別個でやっていますか ら 、 審査委員会の、 ど う して決定した

か と い う よ う なこ と は、 こ の委員会は一切タ ッチ しない と い う 理解でよ ろ しいんですれ

○水上委員

そ う です。

○池ノ 上委員長代理

さ っ き おっ しゃ ったA 、 B 、 C を決めて。

○岡井委員長

さ っ き の B の と こ ろは、 ち ょ っ と デ‐夕 が必要になって く る為 場合によ った ら 又為

○池ノ 上委員長代理

例えば、 2 8 週以降の未熟性がある けれども 、 それが分娩にかかわる も のかど う か と い

う こ と のク ラ イ テ リ ア も決めた と い う よ う な と こ ろで、 かな り き ち っ と 、 今のルールでや

ってい く 。 だか ら 、 原因分析委員会は、 これはあ く まで……。

○水上委員

学術的。

○池ノ 上委員長代理

学術的、 自 浄作用。我々 の分娩にかかわる 自 浄作用ですよ と い う と こ ろが表に出ていて、

じゃ あ 、 それを進めてい く ためには、 どこ に原因があるか と い う のを明 らかに してい く と
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い う こ と ですか ら 、 隈本委員がおっ しゃ った よ う “こ 、 だれが ど う 考えている か と か、 こ う

だ と か と い う のは、 あま り … …。

○水上委員

関係ない。

○池ノ 上委員長代理

見 られないほ う が 、 それは木下先生がおっ しゃ ったよ う な こ と だ と 思 う んです。 ですか

ら 、 事実だけを積み重ねていっ て 、 それを医学的に判断する と い う ス タ ンスは、 やっ ぱ り

外 さ ないよ う に しておかない と 、 揺れて しま う 。

○水上委員

揺れた らいけない。

○竹村委員

見るだけだった ら 、 何も家族に ど う 説明受けま したか と い う こ と を聞 く 必要はない と 思

います。 家族側にだけは、 ど う い う 説明を受けたかと い う こ と を聞いて 、 医者が ど う 説明

したか と い う こ と を全然聞かない と い う のは、 やっ ぱ り 同 じこ と を言っていて も 、 全 く 違

った と り 方を している場合が、 患者さ ん側 と しては、 私はそんなつも り で言ってなかった

のに 、 全然違ったふ う に受け取っ ている人も ある んです。 余計、 そ う い う こ と で ト ラ ブル

が起こ る こ と も あ る んです為 だか ら 、 一方的に聞いて、 片一方は聞かない と い う のは、

ち ょ っ と おか しい。

○隈本委員

おっ しゃ る と お り だ と 思います。

○岡井委員長

聞 く んだっ た ら両方、 聞かないな ら両方 と も聞かない と したほ う がいいです。

0隈本委員

こ の質問が出た 目標は、 書かれてい く 事実の確実性の担保のための反対側か ら聞き ま し

た と い う だけですけ ど、 それを聞 く んだっ た ら 、 ど う 説明 したかのほ う に も言わせてほ し

い と い う こ と が 、 気持ち と しては、 と て も よ く わか り ますれ 逆に言 う と 、 ど う 説明 した

かも聞いて、 も ち ろん、 だか ら 、 その間を決 して調整するわけではないのだが、 ど う 説明

したかも 、 一応、 誤解でない と い う こ と の確認をする と い う のは必要かも しれません為

○岡井委員長

はい。
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池ノ 上先生が言われた と お り で、 あ く までも医学的原因分析するんだ と 。 しか し、 いろ

んな状況も知っておこ う と い う こ と で、 両方から同 じス タ ンスで聞 く と 。 いいですか、 聞

く こ と は。 聞 く こ と はいいですか。

○上田理事

はい。

○岡井委員長

じや あ 、 ど う い う 説明を受けたか、 ど う い う 説明を したか、 両方から聞 く 。

で、 さ っ き のでいいです黄熟 事例の概要は、 出来上がった時点に両方に出す と 。 両方

出 しています と い う こ と も通知 して 、 それでそれに対 して意見を く だ さ い と い う こ と で、

あ と 、 表現 と か言葉を考えて、 易 しいア レンジする 。

じゃ あ、 こ こ の件は、 最初にあっ た次第の 1 ページの原因分析に係る保護者か ら の意見

の と こ ろの上の 2 つは、 これで解決でき たんですが、 電話をする よ う な仕組み、 これはや

めたい と 思いますけ ど、 いいですか。 どなたか反対意見。 電話やる の大変だ。 これでちゃ

ん と 意見を書いて も ら う 。 用紙を送る と い う こ と でいいです黄熟

○隈本委員

2度聞いていただける んだっ た ら 、 -々電話 しな く て も大丈夫だと思います。

○岡井委員長

はい。 じや あ 、 それで全員聞き 取 り 調査 しない と い う こ と で。

じやあ 、 こ の件、 終わ り ます。

○上田理事

はい。

○岡井委員長

何かあった ら 、 次の と き にまた言って く ださ い。

次、 今 日 、 大事に していたのが、 仮想事例における原因分析報告。

1 つ事例を挙げて も ら って 、 これ、 是澤先生につ く っ ていただいたんですが、 こ う い う

形で報告書をつ く った ら ど う か と い う 案が資料4 に出ていますので、 細かいこ と は、 勝手

につ く っ ている事例ですか らいい と して 、 こ んなのでいいか と い う のを。 ど う です。 これ、

読んでも ら っ たほ う が。

○上田理事

ど う しま し ょ う か。
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○岡井委員長

や り ま し ょ う よ 。

○是澤 リ ーダー

いやいや。

○岡井委員長

せっか く 、 こ こ まで。

○是澤 リ ーダー

ち ょ っ と説明だけ させて く だ さ い。

事例は、 一応 3 つ作る予定に してお り ます。 それで 1 つ 目 、 今 日 お出 し したのは診療行

為 と しては医学的な問題はない と 考え られる事例です。 医師の側にこ う い う ふ う にな り ま

す と い う も のを出 しています。 次に作 り ますのは、 分娩中に問題のあった事例を考えてお

り ます。 それから 、 も う 一つは、 どち らか と い う と診療行為に医学的な問題があっ た と は

言い切れない と い う 事例です。 2 番 目 も責任がある よ う な と い う 意味 じゃ な く て 、 産科的

には問題があるだろ う と い う 事例を第 2 例に してお り ます。 ですので、 こ の 3 例出 します

ので、 こ の次の と き に 、 詳 し く は、 こ の内容はお話 し させていただき ますが、 こ の 3 例 と

も全く の架空事例でございますので、 どの団体及び患者様にも 関係のないも のです。

それで作 り 方は、 資料 5 に 、 本 日 版ですけれども 、 原因分析報告書案マニュ アル と い う

のが出てお り ます。 これに従いま して創作いた しま した原因報告書が資料 4 に載ってお り

ます。

詳 し く は、 こ の次の原因分析委員会で報告させていただき ます。

○岡井委員長

次でいいですか。

じゃ あ 、 3 つを考えている と 。 医学的に評価 して も 、 ほ と ん ど問題のないの と 、 相 当大

き な問題がある の と 、 それか らその中間 と い う よ う な 3 つの事例を、 こ う い う ふ う に して 、

仮想事例 と い う こ と でつ く ってみて、 その書き方 と 表現の仕方も あ り ます し 、 ま た議論 し

ていただ く と い う こ と で よ ろ しいですか。 今 田ま これはや らないですね じや あ 、 お持ち

帰 り いただいて 、 次までに何かご意見があればご指摘いただける よ う にお願い します。

○鈴木委員

ち ょ っ と 、 こ の仮想事例を検討する こ と のや り 方なんですけれ ども 、 私、 いわば模擬部

会ですれ 模擬部会 と位置づけて 、 こ の原因分析報告書が ドラ フ ト と して産婦人科医か ら
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出てき た と 。 それを部会 と して模擬部会をやっ てみて、 これに対 して 、 ど う い う 質疑を し

てい く のか と い う よ う なや り 方を していただき たいな と 思います。 これは問題のない事案

と おっ しゃいま したけ ど、 僕は問題のない事案だけま思いません。 ですか ら 、 これがまず

産科医か ら 出てき た と き の ドラ フ ト を ど う い う ふ う にみんなで議論 してい く か と い う のを 、

多少 ト ーンの違 う 3 つの事案を実際にやってみる と 、 部会が ど う 進んでい く のか と い う こ

と がわか り ますので、 その意味で、 ち ょ っ と 時間の制約も あるかも しれませんけれ ども 、

3 つ事案、 次回ですれ

○岡井委員長

ち ょ っ と待って く だ さ い。 こ こで出ている のは、 これはも う 報告書なんです。 次回か ら 、

こ う い う 形にな り ます と い う のが出ている んで。

○鈴木委員

いや、 仮想事案ですか ら 、 これについての ご意見いかが と い う こ と です裏為

○岡井委員長

だか ら 、 そのや り 方でやる んであれば、 こ う い う 報告書の形式じゃな く て 、 ほん と う に

こ う い う 症例だ と い う のだけを挙げて 、 ど う い う 報告書をつ く り ま し ょ う か と い う 議論を

やろ う と い う わけで し ょ う 。

○鈴木委員

いや、 そ う する と部会の進め方にも かかわる んですが、 私のイ メ ージは、 モデル事業を

ずっ とやってき ていますので、 モデル事業では、 第 1 評価医が報告書の ドラ フ ト をつ く っ

て 、 それをめ ぐって議論をする 中で、 それを さ ら にブラ ッ シュア ッ プ してい く と 、 こ う い

う や り 方をやっ てき ている んです。 ですか ら 、 ど う い う や り 方を。 部会 と い う のは、 ど う

い う や り 方を。 みんなで記録を置いて 、 それを眺めていて 、 フ リ ーディ スカ ッ シ ョ ン して 、

そ こ か ら ドラ フ ト が出て く る と い う イ メ ージなのか、 それ と も 、 やっ ぱ り 産科医を中心に

して 、 まずは ドラ フ ト をつ く って 、 その ドラ フ ト を土台に して部会の中で議論 して、 それ

を固めてい く と い う ですれ

これを出 した意味がよ く わか ら ないので、 こ う い う も のにな り ます。 あ 、 そ う ですかで

は、 あま り 意味がない と 思 う ので、 私、 仮想事案を検討していただき ます と い う ふ う に前

回も前々 回もおっ しゃ っ ていま したので、 それは模擬部会の よ う なイ メ ージで来たんです。

○岡井委員長

わか り ま した。 そ う い う や り 方でやる んであれば、 別の形式で出 して も ら ったほ う がい
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いので。

○上田理事

いや、 先生。 これは、 仮に模擬部会 と します と 、 レポータ ーの先生が、 運営組織も協力

して 、 仮想の事例か ら作成された報告書案を、 こ の部会に出 して 、 1 つずつ質問 されなが

ら 、 報告書をま と め る も の と な り ます。

○鈴木委員

そ う です。

○上田理事

記述をも う 少 し増やすと か、 修正する と かですれ も ち ろん、 これは仮の事例ですけれ

ども 、 1 つの部会 と い う 形で、 先生おっ しゃ った よ う に していただいていい と 思います。

○岡井委員長

部会の前に、 これをつ く る のは運営委員会の担当者 と い う こ と なの ?

○上田理事

そ う です。

○岡井委員長

そ う い う や り 方でやる んですか。

○上田理事

はい。

○鈴木委員

いや、 運営委員会ではな く て 、 最初の具体的な事情。 要する に 、 事実関係についての情

報は事務局も協力する形で書き ますけれ ども 、 特に脳性麻痺の原因 と 医学的評価 と再発防

止に関 しては 、 主に産科系の専門家の方々 が 、 これをまず……

○岡井委員長

産婦人科が 3 人で書 く と 。

○鈴木委員

3 人で書 く のか、 1 人で書 く のかわか り ませんけ ど。

○上田理事

基本的には、 だれか 1 人にお願いする と 思います。

○岡井委員長

部会での、 その報告書のつ く り 方に関 しては 、 今までまだ全然議論されていないで し ょ
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う 。 ど う い う や り 方でやるかって。

○鈴木委員

いや、 これを検討する形で、 その部会での議論の仕方や報告書のつ く り 方を固めてい く

のか と 思ったんです。

○岡井委員長

部会での実際的な報告書のつ く り 方 と い う のを議論 しま したっ け。

○上田理事

しています。

○岡井委員長

している ?

○上田理事

はい。 フ ロ -チャー ト で も 。

○鈴木委員

いや、 マニュ アルがある んですか ら 。

○上 田理事

報告書案を これから模擬部会で、 審議 していただいて、 こ のま までいいのか、 あ るいは

どの よ う に修正するかを 、 ま と めていただきたい と 思います。

○岡井委員長

部会の委員である 3 人が報告書案を作成する。

○上田理事

はい、 そ う です。 ですから 、 これは報告書案です。

○鈴木委員

これは案だ と と ら えて。

○岡井委員長

これが案ですれ

0鈴木委員

案だと と ら えて 、 こ こで模擬部会を行 う と い う のがいい と 思います。

○岡井委員長

はい、 わか り ま した。 これが報告書案 と 。

じゃ あ、 そ う い う 形で行き ますか。
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○是澤 リ ーダー

基本的には、 鈴木先生のおっ しゃ ったの と 同 じで、 素案をつ く る段階では、 ド ラ フ ト を

つ く る のは、 私たちのチームでやらせていただき ます。 その素案を部会で出 させていただ

いて、 そ こ でもんで、 その結果 と して 、 こ ち ら に上がっ て く る と 、 そ う い う イ メ ージを持

ってお り ます。

○池ノ 上委員長代理

ち ょ っ と いいですか。

原因分析部会がやる仕事の中に、 これが問題がある と かない と か と い う と こ ろ まで行か

ない と いけないのか、 あるいは医学的に 、 これは こ う い う プロセス を経て、 脳性麻痺にな

っ たんだ と い う のを明 らかにする 。 結果が悪いんだか ら 、 何か問題があっ た こ と は確実な

んですよ 。 それを……。

○岡井委員長

いやいや、 そ う で も ない。

○池ノ 上委員長代理

いやいや、 いやいや。 そ う です。

○岡井委員長

今の医療で最善尽 く して もだめな と き も あ るんで。

○池ノ 上委員長代理

そ う なんです。 だか ら 、 そ こ で僕が言いたいのは、 原因がわか ら ないまま に脳性麻痺に

なった と い う 症例もた く さ んある わけです。

○上田理事

あ り ますね。

○池ノ 上委員長代理

それは原因がわか ら ない と い う こ と を言わない と いけない。 今の産科では限界ですと い

う こ と を言わない と いけない。

ただ、 原因が悪かっ た ら 、 じや あ、 それに対 して、 次、 ど う い う こ と を 、 再発防止する

と は、 ど う すればいいか と い う と こ ろまで持っ てい く ためには、 ただ問題がある と かない

と か と い う と こ ろが結論になるべき では、 僕はない と 思 う んです。

ですか ら 、 例えば、 こ の症例でも早蒙りが起 こ って 、 それでみんな一生懸命、 早 く 早 く っ

てやったんだけ ども 、結果的には脳性麻痺にな り ま した。 これを さ ら に見つけるためには、

‐76-



今後、 こ う い う 研究が残されています と か、 システム と しては 、 こ う い う ふ う に動 く よ う

な努力をすべきで し ょ う 。 でも 、 今の 日 本では無理ですと い う よ う な趣旨の結論でない と 、

原因分析につなが らないん じゃないか と 思います。

○松田委員

僕もそ う 思います。

○池ノ 上委員長代理

その後、 後を ど う する か、 問題がある かないか と い う のは、 別個の 、 別の と こ ろが評価

するん じゃないか と い う ふ う に僕は思 う んですけれど も 。

○上田理事

ですか ら 、 これは 1 つの提案であ り ますので、 それを次回、 模擬部会 と して 、 分娩経過、

あ るいは医学的評価、 それか ら再発防止策について 、 こ こ では再発防止策な し と 書いてい

ますが、 今先生おっ しゃ られま した よ う に 、 いやいや、 こ こ はこ う 記述するべき ではない

か と か、 議論を していただいて、 そ こ で部会 と しての報告書の取 り ま と め を実際にやっ て

みま し ょ う と い う こ と です。

○鈴木委員

そ う です。

○池ノ 上委員長代理

だから 、 そ こ を明 らかにする のが原因部会。

○上田理事

部会ですか ら 、 模擬部会 と い う 形で。

○池ノ 上委員長代理

その コ ンセ ンサスが得られればいいわけです。

○上田理事

そ う です為

○岡井委員長

だか ら 、 報告書案ですね。

○鈴木委員

そ う です。

○岡井委員長

本会がつ く った 、 それを部会で ど う する か。
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○水上委員

こ の例だった ら ば、 原因は分娩中の低酸素によ っ て引 き起こ されたも のである と い う こ

と です為 そ う い う 意味では結論、 原因ですれ

○池ノ 上委員長代理

そ う です。 原因は早剥が原因だ と 。

○水上委員

早剥が原因で。

○池ノ 上委員長代理

再発防止するためには ど う する か と い う と 、 今のシステムを ど う い じ る か と か、 出生前

の原因を診断でき る方法を開発する と か、 何かそ う い う こ と になっ て く る んだ と 。 それは

今の と こ ろはでき ません と い う こ と を明 らかにする。

○鈴木委員

部会の議論は 2種類ある と 思 う んです。 1 つは、 再発防止に向けて、 ま さ し く ディ スカ

ッ シ ョ ンする と い う 部分 と 、 それから報告書の書きぶ り が 、 こ の書きぶ り でいいのか と い

り 、 こ の 2 つは相互に関連 しますけれども 、 そ の両方の点で、 こ の原案をみんなでたたい

てみる と い う こ と だ と 思 う んです。

その議論を充実させるためには、 今回 も事前に先週、 これを拝見 して、 僕が短い時間で

すけ ど検討させていただき ま したけ ど、 でき る 限 り 早 目 に送っ ていただいて 、 その中を皆

さ んで熟読 して き て。

○岡井委員長

読んでおいて も ら って九

○鈴木委員

ディ スカ ッ シ ョ ン しない と 、 思いつき の議論になっ ちゃいますので、 ぜひ、 そ う い う こ

と でやっ ていただき たい。

○岡井委員長

いや、 それをやる んであれば、 3 つ出 して も ら って 、 それだけに時間 と って。

○鈴木委員

そ う です。

○岡井委員長

2 時間か 3 時間 、 その 3 つを。 と い う のはバラ ンスがあ り ますのでれ 1 個だけやっ て
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次やる よ り は、 3 つ と も一緒にやったほ う がいいで し ょ う 。

○鈴木委員

そ う ですね

○岡井委員長

そ う い う のでや り ま し ょ う か、 今度。

○上田理事

はい。

○岡井委員長

大丈夫。 これつ く れる ? 仮想事例。 大変なんですよ 、 そ う は言って も為 医学的にあ

ま り をこ も おか しいこ と をつ く れないか ら。

○是澤 リ ーダー

診療行為に医学的な問題があっ た と Pば言い切れない事例は、 も う でき ている んです。今、

医学的な問題があった と考え られる事例を作っ ていま して 、 それは一応、 原案はゴールデ

ン ウイ ー ク 前にでき る予定なんですけれ ども 。 それですべてお送 り して よ ろ し ゅ う ござい

ますか。

○鈴木委員

いい と 思います。

○岡井委員長

じや あ、 3 つ一応送って も ら って 、 一緒に 3 つ と もやる と 。 よ ろ しいですかね、 そ う い

う や り 方で、 次は。

○岡本委員

それで、 病院 と かで起こ っ ている場合と 、 助産所で起こ っている場合 と 、 多少、 その経

過 と か、 いろいろ 、 かかわ り 方 と か違って く る ので、 助産所の場合を想定 した よ う な事例

も。

○岡井委員長

1 つ欲 しい と 。

○岡本委員

欲 しい と い う のが 、 ち ょ っ と 助産所側から は。 大変だと思 う んですけ ど。

○岡井委員長

岡本委員みずか ら仮想事例つ く る と い う のは ど う ですか。
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○岡本委員

い ら っ しゃ る職員の方 と か と協力 しなが ら 。

○岡井委員長

じゃ あ 、 相談 して も ら っ て。

○岡本委員

はい。

○岡井委員長

あ り が と う ございま した。 じや あ 、 これは次に 、 ぜひそれを しっか り や り たい と 思いま

す。

も う 一つあ り ます、 今 日 。 重大な過失が明 らかである と 思蜷斗されたケース に関 して ど う

する か と い う こ と の提示があるんですれ 事務局のほ う か ら 、 お願い します。

○後技監

それでは、 本体資料の 5 ページの下半分でございます。 本体資料の 5 ページです。 ｢ 5 )

重大な過失が明 らかであ る と 思馨斗 される ケース ｣ と書いてあ り ます。 こ の見出 しの部分で

す。

1 つ 目 の○は、 既にご案内の と お り ですが、 原因分析委員会で重大な過失が明 らかであ

る と い う ふ う に恩蜷斗される ケースが出た場合には、 調整委員会に諮る こ と になっ てお り ま

す。 そ して 、 その重大な過失が明 ら かである と 悪弊斗される ケース と い う のは、 ど う い う 事

例か と い う 考え方でございます。 それが 2 つ 目 の0でございま して 、 ｢故意に近い悪質な診

療行為 (助産行為含む) が該当する も の と 考え られる ｣ と い う ふ う に、 短いんですが、 こ

の よ う に整理いた しま した。

そ して 、 さ ら にそれが ど う い う 事例なのか と い う こ と にな り ます と 、 3 つ 目 の0ですけ

れども 、 具体的には、 今後、 原因分析委員会で、 実際の事例について分析を行いなが ら整

理を してい く と 。 なお、 診療行為 (助産行為を含む) には、 不作為の行為を含み、 診療録

等の記載データ の保管は含ま ないも の と する と 、 こ う い う ふ う に考えてお り ます。

そ して 、 最後の0ですが、 原因分析委員会において 、 重大な過失が明 らかであ る と い う

思料 される ケースが出た場合は、 調整委員会に諮って、 法律的な観点よ り 検討を行 う と い

う 流れになる と い う こ と で、 こ の よ う な形で、 まずス ター ト してはいかがか と い う こ と で

ございます。

○岡井委員長
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あ り が と う ございます。

こ の点に関 していかがですか。 こ の重大な過失と い う 、 故意に近い悪質な診療行為、 こ

の辺の言葉は医療安全調査委員会で盛んに出てき た話ですれ

○鈴木委員

下か ら 2番 目 の0の と こ ろの 3 行 目 なんですが、 診療録等の記載データ の保管等は含ま

ない と い う のは、 これはいわゆる厚生労働省の医療安全調査委員会で言っ ている と こ ろの

改ざん と か、 そ う い う こ と なんで し ょ う か。 そ う い う 意味ですれ

○後技監

そ う です。 隠滅 と か、 改ざんな どに該当する も のです。

○鈴木委員

そ こ の と こ ろは含ま ないで、 つま り 作為を含む、 不作為も含む、 分娩介助行為、 診療行

為全体を悪質な事案か ど う か と い う 見方をする と い う 意味ですれ

○上田理事

そ う です為

○池ノ 上委員長代理

調整委員会 と い う 位置づけは、 どんな位置づけで したっ け。

○岡井委員長

調整委員会は、 1 つは申請 して補償金を も ら っ た と 。 しか し、 ま た一方で裁判を して、

原告が勝訴 して相当な額をも ら っ た と い う と き に 、 じや あ 、 その先にあげた 3 , 0 0 0 万返

して く だ さ い よ と い う こ と を調整 した り する こ と は 1 つの役割ですよれ

○上田理事

ですか ら 。

○岡井委員長

それか ら 、 これもやる んです為 重大な過失が明 らか と い う よ う なケ-ス。

○上田理事

ですか ら 、 重大な過失が明 らかである と 悪蜷斗されたケース について、 調整委員会では法

律家が入った専門委員会であ り ますか ら 、 法律的な判断を行っ て、 その結果、 求償、 補償

金 と調整をする と い う こ と について審議を行います。

○池ノ 上委員長代理

補償金のや り と り の調整。
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○上田理事

はい。

○鈴木委員

給付 しても ら う も のを返 して も ら う と い う こ と です。

○池ノ 上委員長代理

返 しても ら う と い う 調整ですよね。

○上田理事

はい、 そ う です。

○池ノ 上委員長代理

だか ら 、 これを 、 重大な過失を法律の場に持ってい く か ど う か と い う こ と の話 し合いを

する委員会では……。

○上田理事

いや、 法律的な判断を行 う と い う こ と です。

○池ノ 上委員長代理

法律的な判断を行 う 。

○上田理事

はい。

○池ノ 上委員長代理

そ う い う ……。

○上田理事

はい。

○鈴木委員

つま り 、 返却 しな さ い と調整委員会が言った と き に 、 当該分娩機関が返却するか ど う か

わか り ませんよれ

○池ノ 上委員長代理

そ う ですね

○鈴木委員

その返却 しなかっ た と き に ど う する と い う と こ ろは、 まだこ のシステムの中では議論 さ

れていないんです。

○石渡委員
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ち ょ っ と よ ろ しいですか。

今の と こ ろの重大な過失なんですけれども 、 いわゆ る刑事、 司法です九 刑事のほ う に

つなげる よ う な こ と は、 こ の制度においてはないわけですよね。 そ こ はも う 大前提ですよ

　

○上田理事

そ う ですれ はい。

○石渡委員

それか ら 、 重大な過失についてはよ く わかるんだけ ども 、 いわゆ る軽い過失 と いいます

か、 そ う い う も のについての取 り 扱い と い う のは、 これは両者間に任せる と い う こ と です

れ 要する に 、 医療側 と 患者側。 だか ら 、 些細なこ と であって も 、 患者側のほ う が 、 これ

は納得いかない と 、 ど う して も も っ と賠償欲 しいんだ と 、 そ う い う こ と になっ た場合には、

紛争になっ てい く わけですよ ン為 そ う する と 、 初めの 目 的 と して 、 無益な紛争である と か、

あ るいは不毛な裁判である と か、 そ う い う も のを防止 していき ま し ょ う と い う こ と が根底

にはあ り ますよれ その辺の と こ ろ と整合性が ど う と れる か と い う 気がするんです。 要す

る に 、 明 らかに軽い過失そのものについて、 医療的に問題がないも のについて、 紛争、 あ

るいは訴訟が起き に く い よ う な仕組み と い う も のを少 し考えておいたほ う がいいん じゃな

いかな と い う 気がするんです。 そ う する と 、 病院雑則、 あ るいは患者側も 、 いろんな資料を

提出 しやすい と 、 ほん と う に原因分析につながる よ う な、 医療安全につなが る よ う な も の

が集め られやすい、 そ う い う こ と も十分ある んではないかと思 う んです。

○鈴木委員

だから 、 医学的判断が どれだけ些細なも のだ と い う ふ う に言ってみた と こ ろで、 裁判を

受ける権利は憲法上の保障ですか ら 、 裁判を防止する こ と はでき ないです。

○隈本委員

ただ、 金銭的補償が された上、 真相が明 らかになっ たのに 、 まだ さ ら に弁護士さ ん雇っ

て訴訟 しよ う と い う 人は、 も し軽い過失な らいない と 思いますけ ど。 私の庶民感覚でいえ

ば、 も う 3 , 0 0 0 万円 も ら っ て 、 原因 も わかっ て 、 それで、 そ う い う 意味で、 も し間違い

があった ら 、 その こ と も病院のほ う は認識 して く れて、 ま してや、 それが再発防止に役立

て られる と 聞いた と き に 、 さ ら に も う 一回裁判をやるぞ と い う 人は、 庶民感覚では、 も う

ない と思います。 だか ら 、 それは防止の役割はかな り あ る ん じゃないで し ょ う か。

○石渡委員
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そ う であれば非常に理想的だと思 う んですけ ど。

○岡井委員長

過失がある と かない と かい う 、 少な く と もそ う い う 表現の医学的評価は しません。

○石渡委員

ないです鼻丸

○岡井委員長

う ん。 これは私の持論ですけれども 、 医療 と い う のは上のほ う の最善か ら相当悪い と こ

ろまであって 、 ど こ に過失かって縁引 く のは間違いだ。 どの レベルだって、 それぞれの事

例についてある 。 でも 、 そ こ をやっ ぱ り 指摘する。

しか し、 こ の制度が 日 本でス タ ー ト した と い う こ と は、 今言った よ う な、 本当 に こ の辺

で最善ではないけ ど、 問題は ど こかあ る と い う のまで裁判に しないでいき ま し ょ う と い う

国の姿勢だと僕は思っ ていますか ら ヌ鸚 だから 、 そ う い う も のにな るべ く な ら ないよ う に 、

原因分析委員会も 、 ち ゃん と 、 書 く も のは、 そ う い う こ と も配慮 して書かない と いけない

と は認識 しています。

○隈本委員

回避可能だっ た と 言 う か ど う か、 こ の事例は回避可能か ど う か。

○岡井委員長

いや、 その表現もやめたんです。 最初、 そ う い う こ と も考えていたんですけれ ども 、 や

め よ う と い う こ と になった。 医学的評価だけですか ら 。

○池ノ 上委員長代理

だか ら 、 先ほ どの早荊だっ た ら 、 これは分娩中に早荊が起こ って、 低酸素になっ て脳障

害。 そ こ が明 らかになればいいんで、 それに対 して 、 あ と 、 こ の再発委員会等、 いろんな

も ので、 それを今の産科学で回避でき ますか と い う よ う な と こ ろで、 早副の病態だ と か、

早荊の経過だ と か と い う こ と を説明に入れて、 そ して皆さ んに納得して も ら って 、 あ 、 そ

んな も んか と 思っても ら えばいい し 、 いやいや、 帝王切開に 1 5 分以内にや らない と だめ

なんだよ と 思 う 人もいれば、 そ う い う 人もいろいろ言 う で し ょ う し、 そ う い う と こ ろで、

こ の調整委員会が、 いやいや、 原因分析委員会で、 いろいろ原因分析 した ら 、 こ う い う 経

過で したよ と 、 そ う い う こ と はや ら ないんですか。

○上田理事

や ら ないです。

‐84-



○池ノ 上委員長代理

やら ないですか。 そ う ですか。

○岡井委員長

裁判になる と か、 調整する のは、 また別の話ですか らね。

○池ノ 上委員長代理

別ですか。

○上田理事

はい。 ですから 、 今、 先生おっ しゃ られたよ う な こ と を 、 仮想事例の報告書の中で、 ど

こ まで記述するかな どについて議論 していただければと思います。

○池ノ 上委員長代理

ですか ら 、 多 く の方は、 も う それでおそ ら く 納得 して 、 不信感がな く なればお さ ま るだ

ろ う と い う 性善説に立って進めていかない と 。

○岡井委員長

権利は権利で残っ ている か ら 〆為

○池ノ 上委員長代理

それはも う 当然ですけ ど。

○岡井委員長

それはそ う だけ ど、 そ う い う こ と にな ら ないよ う に しない と いけない。

○鈴木委員

最初の○の と こ ろに専門委員会 と い う 言葉が出ていて 、 最後に調整委員会 と い う のが出

ているんですが、 これは違 う 委員会のこ と を言っ ている んですよれ

○上田理事

先生、 こ の最初の0は、 準備委員会の報告書の記述をそのま ま載せています。

○鈴木委員

要は、 報告が中心になって 、 法的な検討をする事案を ど う やって ピ ッ ク ア ッ プ して く る

のか と い う と こ ろは、 これか らですよ 〕乱

○上田理事

そ う ですね。

○岡井委員長

個々 のケースでやっ てい く しかない。
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0上田理事

原因分析委員会の中で。 はい、 そ う です。

○鈴木委員

ですか ら 、 ど う い う 場合になった ら 、 これは法律家を中心に した専門委員会に諮って く

る か。

○上田理事

諮るか と い う のは。

○岡井委員長

それが重大な過失が明 らかである と 思料される こ と 。

○上田理事

それを原因分析委員会で。

○岡井委員長

故意に近い悪質な医療行為 と 。

○鈴木委員

だから 、 その こ と は医学的な評価をする と い う こ と なんですよれ 重大な過失と い う 用

語は、 過失 と い う 用語は法律用語ですけれども 、 そ こ の中に含まれている含意は、 医学的

な観点か ら見て 、 これはやっ ぱ り 法的な検討も しなき やいかんだろ う と い う 意味ですれ

そ う ですよれ

○岡井委員長

そ う です。 こ の下の部分は判定せざる を得ないケ-スがあるだろ う と い う こ と ですよれ

○木下委員

民法でい う 重大な過失と い う の と刑法でい う 重大な過失は同 じですか。

○鈴木委員

全然概念違いますれ

○木下委員

そ う する と 、 これはいいんですね。 重大な過失の言葉を使って も 。

○鈴木委員

そ う です。 制度が違いますか ら 、 同 じ用語でも 中身に含まれる意味が違います。

○木下委員

なる ほ ど。 今まで重大な過失 と い う のは、 刑法で使われていたも のですから心配 しま し
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た。 実際に賠償や、 示談である と か、 民事裁判を考える と き に 、 重大な過失と い う 言葉を

使 う と 、 それは刑事罰にも準ずる んだ と い う こ と になっ たのでは困 る と 思いま した。 その

理解が、 素人にはわか ら ない と 思います。

○鈴木委員

故意に近い と か重大な と かいっ て も 、 事案事案で見てみない と わか ら ない と 思 う んです。

多分、 だか ら実質的な議論を しなき やいけない と 思 う んです。 その実質的な議論の と き に

は、 こ の 3 , 0 0 0 万円の給付で終わ らせる事案なのか、 それ と も 、 裁判が起き ている 、 起

きていないにかかわ らず、 これはやっ ぱ り 医賠責のほ う か ら 、 き ちん と したですれ 今で

言 う と 大体 7 , 0 0 0 万か ら 1 億ち ょ っ と ぐ らいの裁判例が多いですけれども 、 プラ スアル

フ ァ の と こ ろ を医賠責でも ってき ちん と 引 き 出 させない と いけない と い う 、 その ぐ ら いの

事案だと い う ふ う に医学界の方々 が考え られるかど う か と い う と こ ろが実質的な議論にな

って く るんです。 ですか ら 、 あま り 法律的な要件で明確にこ う なっ ている わけではないの

で、 裁判官の頭の中に も 、 やっ ぱ り これは被害を、 つま り 医療機関に も負担させない と い

けない と考える のが損害賠償法の考え方、 損害の公平な分担 と い う 言い方をする んですけ

ど 、 だか ら全体的な比較考量事案なんですよれ ですか ら 、 こ こ は通常、 こ のシステムの

中で 3 , 0 0 0 万給付 して援助 し よ う じゃないか と い う こ と と 、 それを超えて、 やは り 、 そ

れはも っ と ひ どいん じゃ ないの と い う こ と を医学的に分析でき る かど う か と い う こ と で、

専門家委員会のほ う に振 り 分ける ケースがあ る のかど う か と い う こ と だ と 思 う んです。

また、 それ と は別に裁判例な どが 、 これ と 同時進行 していて、 裁判例の中でも って 、 過

失責任が確定 した と い う 事案においては、 重過失だろ う が 、 経過失だろ う が 、 裁判上は法

律的な損害賠償請求権が確定 している わけですか ら 、 そ こ は取 り 戻 しをする と い う こ と だ

と 。 ダブルス タ ンダー ドです為

○岡井委員長

それはも う その と お り で、 裁判する権利はある し、 やる のは、 も う どんな場合でもやっ

ていただいていいんですけ ど、 それだけ決定 した ら 、 も ち ろんそれも法的に実行力ある わ

けだから 、 お金をも ら う 。

それ と 、 こ こ で、 これは今、 鈴木先生言われたみたいに、 3 , 0 0 0 万で済ま ない。 と て

もひ どい と い う のは、 相当ひどい と い う ふ う に私は認識 していますので、 そんなにはない

だろ う と 思います。 裁判は裁判で行っ て もいいけ ど、 こ こ に書いてある よ う に、 ほん と う

に故意に近いよ う な悪質な医療ですか ら 、 ち ょ っ と 手術が失敗 しちやった と か、 分娩の判
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断が少 し遅れた と い う 、 そんなのま で全部こ こ に入れるつも り は全然ないですけ 益為 よ

ほ どひ どいよ と い う やつ 、 ほん と う “こ ま じめに診療 している のか と い う よ う みこなっ て く る

と 、 それはも う 。

○木下委員

今の鈴木先生の解説を聞 く と 理解でき るんですけれども 、 過失の言葉にこだわっ ていま

す。 これはひ どい過失だと か、 何かそ う い う 表現は出来ないで し ょ う か。 ひ どい過失と か

い う よ う な ぐ らいに しておいていただかない と 、 やっ ぱ り 混乱 しそ う す。

○上田理事

故意に近い と か。

○木下委員

ど う ですか。 許される んであった ら 、 故意に準ずる よ う な過失でもいいのですが、 重大

な過失と い う のに こ だわっ て しまいます。

○岡井委員長

それと張 り 合わせる と そ う なんです。 でも 、 これも運営委員会で、 最初、 準備委員会か。

組織準備委員会でこ う い う のを決めて、 使っ ちゃっ ている んですよれ

○木下委員

決ま ってる のですか。 いずれ問題がある な ら 、 また表現を考えて く ださい。

○岡井委員長

それをまたひっ く り 返すのは、 ち ょ っ と 。

○上田理事

はい、 そ う ですれ それを受けて。

○岡井委員長

大変ですよれ

○上田理事

はい。

○鈴木委員

いずれに して も抽象的な言葉ですか ら 、 中 に何を含めているか と い う のをですれ

○岡井委員長

具体的に。 でも 、 こ こ に これ入っ ている わけで、 故意に近い悪質な診療行為 と 入れちや

っ たか ら 。
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○木下委員

しかたあ り ませんね

○鈴木委員

故意に近い。 故意 と い う のは 、 こ の赤ちゃん、 脳性麻痺に してやろ う じゃないか と い う 、

そんなあ り 得ない話なんですよれ それに近い と い う のは、 ど う い う 概念なんだ と い う こ

と は、 やっ ぱ り 一個一個の事例の蓄積の中で出 していかない と いけない と思 う んです。

僕は、 これは 日 本医師会で、 樋 ロ範雄先生 と ご一緒 している委員会でも言っているんで

すけれ ども 、 刑事であろ う が民事であろ う が 、 故意に近い過失と い う のは、 やっ ぱ り ルー

ル違反。 ル、--ルを知っ ていなが ら 、 そのルールをです為 医学準則ですよ 。 医学準則を知

っ ていなが ら 、 それをあえて逸脱 している と 、 こ う い う のは、 やっ ぱ り よ く ないだろ う と

思 う んです。 だか ら 、 その逸脱の仕方が どの く らいなのか と い う 程度も 関係 しますけれど

も 、 医学会の中で、 これが医学準則だ と 言われる も のがあ る分野において、 それをあえて。

あえてですよれ あえて と い う と こ ろが故意 と い う 概念ですが、 あ えて逸脱 している と い

う よ う な も のが果た して出て く る のか ど う か と い う あた り なの じゃ ないか と 思います。

○岡井委員長

そ う ですれ その部分はその と お り です。

○竹村委員

今の話で、 裁判をする権利はも ち ろん保障されている わけです。

○岡井委員長

それはも う し よ う がないんです。 どんな事例でも。

○竹村委員

しない権利 も ある んですか。

○岡井委員長

も ちろん、 しない権利……

○竹村委員

つま り 、 重大な過失だ と こ の委員会が認めた場合は、 裁判を しな さ い と 。 した く ない人

まで. ･ … ･ o

o岡井委員長

いやいや、 裁判なんか、 そんなの関係ないですも の。

○竹村委員

‐89-



それはないんですれ

○岡井委員長

裁判は関係ない と 。

○鈴木委員

本来的に、 専門職倫理の考え方か らいった ら ば、 これだけの専門家が、 これはア ウ ト だ

と言っ ている のに 、 その分娩機関が言い張っている と い う ですれ う ちは何の問題もない

と言い張っ ている と い う こ と 自 体が 、 極めて例外的な ト リ ツ キ-な事案ですよれ ですか

ら 、 こ の専門委員会でいっ た ら 、 まずは裁判を起こ しな さ い と け しかける のではな く 、 分

娩機関に、 ち ゃん と 医賠責 と話を して 、 しかるべき プラ ス アルフ ァ の対応 しな さ い と い う

ふ う に勧告する と い う のが 、 む しろ望ま しいあ り 方だ と 思 う んです。 それで、 その勧告に

従わなかった と き には、 当事者間で裁判事態に発展する と い う こ と はあ り 得る 。 発展する

かど う か と い う のは当事者いかん。 つま り 保護者いかん と い う こ と です。

0竹村委員

ですか ら 、 保護者はする気はない と い う 方に対 しては、 ど う い う 。

○岡井委員長

それはも ちろん、 する気なければ、 先生、 そ う はな ら ないですよ。 保護者が、 も う いい

と 言っている な ら 、 それはそれでいい し。

○鈴木委員

いやいや、 裁判をする気がない と い う こ と と 、 悪質な事案について、 き ちん と謝っ て 、

それな り の責任を と っ てほ しい と い う のは両立する話ですか ら 。

○竹村委員

そ う ですか。

○鈴木委員

ええ。 裁判 と い う のは、 それな り の心理的、 時間的、 経済的に負担のある話ですから 、

本来的にいえば、 正義は裁判に よ っ て実現される のではな く て 、 裁判をや らずに実現する

と い う のが原則だろ う と 思 う んです。 ですか ら 、 裁判や らずに、 き ちん と穏便な と こ ろに

着地させる と い う こ と ですけ ど、 相手によ っては、 それに従わない と い う 人がいた と き に

は、 それは裁判するか ど う かは、 その ご本人が考える と い う こ と なん じゃ ないで し ょ う か。

○竹村委員

ご本人 と い う のは。
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○鈴木委員

保護者です。

○石渡委員

その調整委員会の中で、 あま り 々こ も重大な過失があっ て 、 これは医療的に問題がある と 。

その場合に 3 , 0 0 0 万 と い う も のを 、 これは返すわけです裏淺 それで、 医師賠償責任の

ほ う か ら来る か ど う かわか ら ないけ ど、 裁判を起こす起こ さ ないは患者側のほ う の考え方

であっ て 、 起こ さ ない人もた く さ んいるわけです。 それな らそれでよ ろ しいん じゃ ないで

し ょ う か と い う こ と です為

○鈴木委員

いいん じゃないで し ょ う か。 それでいいです。

○岡井委員長

だか ら 、 損害賠償のお金の問題だけ じゃな く て 、 こ う い う ふ う に判定された事例に関 し

て 、 やっ ぱ り その担当者に、 僕 ら と しては、 医療 と して何らかの処置を したい と い う のは

あ り ます表為 個人的には。 これ、 全然その こ と話進んでいないですけ ど、 も う 一回勉強

し直すと か。

○池ノ 上委員長代理

再発防止委員会がそ こ に。

○上田理事

そ う です。

○岡井委員長

再発防止委員会のほ う は、 こ う い う 事例がある ので、 こ う い う こ と気をつけま し ょ う と

か、 何かそ こ に加える のですか ?

○池ノ 上委員長代理

やっぱ り 何か、 再発防止も 、 具体的にそ う なる こ と をや ら ない と 意味はない。

○岡井委員長

重大な過失事例に対 しては、 せめて研修義務を課すぐ ら いのこ と を 、 勧告な り 何らか言

える よ う な体制に したい と個人的には思っている んです。 その こ と はあま り 議論されてい

ないですよれ 今 囲ま、 こ こでやる こ と はないです。

○鈴木委員

それは産婦人科医会の問題 じゃないで し ょ う か。
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○岡井委員長

それを僕 ら はやれないですけ ど、 こ の原因分析委員会か ら 、 こ こ まで言って 、 こ う い う

のが来た ら 、 調整委員会に諮るだけ じゃな く て 、 学会に通知する と か、 医会に通知する と

か、 そ こ で何かの義務。 研修義務で最初はいいだろ う と 思 う んですけ どえ熟

○池ノ 上委員長代理

リ ピーターの問題 と 同 じ よ う な対応の仕方を社会か ら迫 られますよ 。

○岡井委員長

そ う そ う 。 そ う い う こ と もやっていかない と 、 やっ ぱ り ある意味、 社会か ら支援 して も

ら え る制度でな く な る と 思 う んですよれ

じや あ、 ち ょ っ と それで、 こ こ の部分はこれでよ ろ しいですか。 じやあ、 こ う い う ふ う

に書いた と い う こ と で。

○上田理事

はい。

○岡井委員長

はい。 あ り が と う ございま した。

そ う する と 、 その他、 何か用意 している こ と ございま したっ け。

○後技監

はい。 今 日 の最後も 、 資料 6 で、 文言修正ですけれども 、 資料 6 は原因分析委員会の規

則になってお り ます。 一方で行われてお り ます運営委員会の規則 と表現ぶ り を統一する と

い う こ と で、 3 点ほ ど修正がございま して 、 下線を引いてあ り ます。

6 条の見出 しですけれども 、 6 条の見出 しは、 以前は ｢会議の公開 ･ 非公開｣ と なっ て

お り ま したのを 、 ｢会議の公開｣ に統一 しま した。

続いて 、 第 2 ページですけれども 、 7 条の見出 し、 ｢守秘事項｣ ですが 、 以前は ｢守秘義

務｣ にな っ てお り ま したのを ｢守秘事項｣ に直 しま した。

それか ら 、 条文の ｢非公開の委員会の審議｣ と あ り ますが、 以前は ｢非公開で行われた

審議｣ と あ り ま したので、 そ う 直 しま した。 そ して 、 ｢委員を退いた後において も 同様 と す

る ｣ と い う 一文を加えま した。

以上でございます。

○岡井委員長

あ り が と う ございます。
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それはよ ろ しいです為 今の言葉。 特に異論がなければ、 これは こ う い う ふ う に修正さ

せていただき ます。

ほかに何かございますか。 今 日 の委員会で議論を してお く こ と 。

はい、 ど う ぞ。 お願い します。

○村上委員

ど う して もお伺い したいんですけ ど、 お産をする場は病院も ある し 、 多分、 助産所が入

っ て く る んですけれども 、私はすご く 疑義を感ずる のが 、 医学的な判断で と なっ て く る と 、

産院の場合には、 医学的な と 言った と き に 、 ど う い う ふ う に。 分析の仕方の中で、 どれぐ

らいの医学的な判断を も って と い う こ と が。 全然環境が違いますよれ その辺がすご く 、

ち ょ っ と危機感を覚えている んです。 医学的な判断 と い う こ と を どの よ う に定義 されて、

病院でのお産だった ら わか り ます し 、 助産院の院内出産でも病院の機関ですので、 それは

可能だと思 う んですけ ど、 助産院の場合には、 やは り 客観的なデータ っ てないですよれ

○岡井委員長

だか ら 医学 と い う 言葉の意味は、 サイ エンテ ィ フ ィ ッ ク に と い う こ と も あ る し、 バイ オ

ロ ジカルに と い う こ と も あ る し、 医療する の と 助産する の と 区別 している意味 じゃないん

ですよ。 だか ら 、 そんなに こ だわ ら な く て もいい と 思 う んですけ どヌ為 出産、 分娩 と い う

現象を生物学的に分析 して、 それが異常な状態になっ た と き は、 これは医学的に分析を し

ない と いけない、 単にそ う い う 意味であっ て 、 医師がやる 、 医師が見る視点で見る のが医

学的で、 助産師が見る視点で見る のは、 ま た別の言葉で表現する と い う 感覚にな ら ないで

も らいたいんですけ どね、 む しろ。

○村上委員

そ う ですよれ

と い う のは、 やは り 、 かな り 医師 と 共同 してやる仕事ですよれ

○岡井委員長

そ う 。 だか ら 、 医学 と い う のは、 その現象、 ある いはそ こで起こ っている 出来事を科学

的に分析 してい く んだ と 。 その科学の分野と い う のは生物であ り 、 その中の医学である と

い う 、 そ う い う 意味ですか ら 。

○村上委員

それな ら 、 皆 さ んがそ う い う 解釈で、 き ちん と すればいいけ ど、 こ う い う 事故分析を し

た と き に 、 必ずデータ が出てき ます し 、 その方向が出てき た と き に 、 それを正 し く 理解 し
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て 、 その資料、 デ-夕 を読んでいただかない と 、 今までやは り かな り 不利な状況の中で産

院のお産 と い う のが と ら え られてき ている と思 う んです。 なかなか、 こ う い う こ と をみん

なで議論する場がないんですけれども 、 ずっ と 、 日 ごろいいお産、 快適で 自 然なお産 と い

う こ と を心がけている機関が どん どん増えてき ている 中で、今、 改めて脳性麻痺の事例で、

医学的な判断 と い う のだけが強調された と き に 、 助産院の場合には問題が起き ないのかな

と い う のを少 し感 じている んですけれども 。 問題 と い う か、 混乱をする こ と “まないで し ょ

う か。

○岡本委員

やは り 安全性の観点か ら は、 ただのアプロ ーチの方法と して 、 例えば、 分娩監視装置の

機器の連続モニタ-をやっ ているか ど う か と かですれ やっていない場合は、 それにかわ

る ド ッ プラーで経時的に見てい く や り 方であれば、 どれぐ らいの頻度で見ていけば、 異常

がキャ ッチでき る のか、 院内助産の と き も 、 かな り そ う い う 基準みたいな も のが明確に さ

れている と 思われる のですが、 助産院の場合は全 く 別の基準 と い う よ り は、 やは り それに

かわるエ ビデンスがある よ う な レベルの観察方法 と しての基準が要求される と思います。

助産院だか ら別 と い う のではな く て。

○村上委員

いや、 その と き に 、 ど う して も こ の事例を読んだ と き に 、 すご く 違和感を感 じたので、

そ こ にはやっ ぱ り ケアする人間的なアプロ ーチの仕方、 それは、 それをする こ と 姦こ よ って

心理的に安定する 、 精神的安定 と い う ケア を通 して 、 それはやは り 成果 と しては上がって

い く と い う こ と であって、 デ-夕 があるわけですよ }為 例えば、 それは分娩体位一つ と っ

てもそ う なんだ と 思います。

脳性麻痺、 子供の健康状態は、 確かに心音で しか私たちは判断でき ないですよれ それ

は分娩装置が断続的か継続的か と い う のは別 と して 、 ト ラ ウベで聞いて もいいわけです し 、

ド ッ プラーで、 でき るだけ短い期間、 分娩が近 く なればっ て 、 でも限界がある 中で、 病院

と は違っ た形の環境下にあ り ますよれ そ う い う と き に 、 こ の分析する と き に、 そ う い う

齪齦が、 それを知 らせる こ と “こ よ っ て 、 助産所 と 病院で生まれた方、 その家族、 保護者の

方か ら何か問題 と い う のは起きて く る可能性はないのかな と 、 ち ょ っ と思っ て。

0池ノ 上委員長代理

いいですか。 やは り 助産院 と 院内助産、 病院の助産の大き な違いは、 やっ ぱ り 法律的に

正常な妊娠経過を と って 、 正常な経過の方を助産院では見ます と 。 そ こ が 1 つ大き く 区分
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される 。 そ して 、 その中で実際に分娩管理を行 う 際には、 医学的に同等の、 同 じ よ う な リ

ス ク を評価 し、 同 じ よ う な観察、 結論を出 しなが ら分娩を管理 してい く と い う こ 回こな る

んだろ う と 。 ですか ら 、 そ こ の部分では、 例えば、 その分娩が病院で行われていて も 、 助

産院で行われていて も 、 や り 方その も のに問題がある かど う か と い う のは判断は一緒にな

る と 思 う んです為

○村上委員

そ う ですれ

○池ノ 上委員長代理

ですけ ど も 、 そ こ の扱っている症例。 例えば、 こ の早剥な ら早荊の症例を、 助産院で早

剥 と い う のがわか り なが ら も 、 ずっ とやっていた と い う こ と "こな る と 、 これはやっ ぱ り ち

ょ っ と 問題で し ょ う と い う こ と にな る と 思 う んです。 だけ ど、 その早刻が助産院でわか り

ますか と い う 問題になってい く 。 そ こ の問題になって く る と 思います。

ですから 、 実際に大き な違いは、 正常な妊娠、 正常分娩を扱いつつ、 助産院で どの よ う

な管理が行われたか と い う と こ ろが 、 ただ違 う だけであっ て 、 あ と は分娩管理の基本的な

や り 方は、 病院だろ う が 、 助産院であろ う が 、 院内助産院であろ う が 、 それは基本的な と

こ ろは変わ ら ない。 その中で、 院内助産院な り 助産院な り は 自分たちの得意技 と い う のが

ある 。 それは どん どんやっていただいて と い う よ う な 、 そ う い う ニュア ンスの違いがある

ん じゃないかと思います。 ですか ら 、 医学的な と い う のは 、 非常にベーシッ ク な、 も う 基

本的な と こ ろで、 必ずみんなが押 さ えなければいけない と こ ろは、 助産院だろ う が病院だ

ろ う が一緒 じゃないかと思います。

○岡井委員長

先生が言われる と お り で、 原因が何である かは、 どこであって も 、 やっ ぱ り 同 じ よ う に、

科学的に突き つめていかない と いけないんです。 しか し、 さ っ き の、 そ こ まで行 く 例があ

る か ど う かは別 と して 、 非常にまずいん じゃないか と い う と き に 、 これは医師であれば、

これだけ診断が遅れる と い う のは相当 まずい。 だか ら 、 これは場合によ った ら 医会に言っ

て研修の義務を課 して く だ さい と い う よ う な事例に当たる 。 でも 、 助産師 さ んな ら少 し判

断お く れる のは し よ う がない と 、 そ こ は違って く る と 思いますよ 。

○池ノ 上委員長代理

それはあ り 得ない。

○岡井委員長
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それは違っ て く る け ども 、 原因を分析する のは、 全 く 科学的に 、 こ う い う 現象があっ て 、

こ う い う 症状が出て、 こ う い う データ があるんだか ら 、 これは こ の原因だ と 。 これはいろ

んな意味で、 それはあ く までも医学。 その医学 と い う 言葉を使わ ざる を得ない。

○村上委員

そ う い う 解釈 と理解をき ちん と している人たちが産科の中で一緒に仕事を してい く こ と

は、 すご く 望ま しい。 私も長い間、 臨床にいま して 、 必ず し もそ う はいかない。 要する に 、

共同 してい く 中で、 やは り 助産師がかかわっている時間がかな り 多い中で、 今言った よ う

に医学的な判断と 言われた と き に 、 診断 と言われた と き に 、 かな り ズ レが ど う して も起き

てき ちゃ う こ と を体験 します。 対等に と い う と こ ろを、 やっ ぱ り どの よ う に。 私、 これか

ら この委員会がき ちん と事故分析する こ と で、 共有 しなが ら レベルを上げてい く こ と は も

のすご く 大事なこ と だら思いなが ら 、 その行 く プロセスの間に 、 いろんな問題が発生 しな

いよ う に 、 調整を ど こ かで していっ ていただかない と 、 せっ か く でき た補償制度が 目 標に

向かっ ていかないん じゃないか と い う 、 そ う い う 不安を持って しま う のは私だけなのかも

しれませんけ ど、 た く さ んのお産を通 して見てき て 、 決 して人間同士の話、 産婦 さ んも含

めて 、 家族も含めて、 思わぬ と こ ろで発生する 問題がある ので、 こ の医学的 と い う と こ ろ。

特に助産院を選ぶ産婦さ んは、 自然を した く して 、 家庭的なお産で と い う 望みを持っ て入

られる 中で、 ど う して も脳性麻痺のお子さ んはやっ ぱ り 発生する んだと思 う んで、 そ う い

う と こ ろ を どんなふ う に解釈 してい く のかな と い う のが、 ち ょ っ と私 自 身は今おっ しゃっ

た こ と は よ く わかる んですけ ど。

○池ノ 上委員長代理

でも 、 あれですよ メ為 助産院であっ たから 、 これは見逃 した と か、 病院だった ら ば見逃

さ なかった と い う よ う な こ 割ま、 やっ ぱ り 起こ っ てはいけないんです。 正常な経過を と っ

てい る方。 それはやっ ぱ り 一緒だ と 思 う んです。 ただ、 それが、 例えば、 重症妊娠高血圧

症候群の患者さ んである と い う こ と がわかっていて、 それを助産院でずっ と 管理を してい

て、 途中で ドーン と悪 く なって と い う こ と るこな る と 、 やっ ぱ り ち ょ っ と助産院 と しては、

これは適切ではないん じゃないか と い う よ う な判断は出て く る と 思 う んですよね。

○村上委員

だか ら 、 事例をかな り シビアにつ く っ た中で、 そ う い う 検討は勉強 していかない と いけ

ないのかな と 思っ て。

○岡本委員
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そ う い う 意味で、 先ほ どち ょ っ と 助産院でも起こ り う る よ う な事例の 3 事例は、 やは り

必要である と 思っ た次第です。

○村上委員

あえて 日本の場合は、 そ う い う お産を選ぶ方たちが増えて き ている 中で、 私たち助産師

も 、 そ う い う 意味では、 と て も 問題を抱えなが ら 、 いいお産 と い う か、 本当 にその人たち

が、 次のお子 さ んをた く さ ん産める よ う な環境をつ く る と い う と こ ろで意識を している も

のですか ら 、 今い る こ の制度が、 かな り やは り 批判的に見ている と こ ろ も な き に し も あ ら

ずの中で、 すご く 自分 自 身が気になって、 今、 参加 している も のですか ら 。

○岡井委員長

ち ょ っ と待って。 だれが批判的に見ている 。

○村上委員

やは り 、 決 して 、 いや、 それは……

○岡井委員長

助産師たちが、 こ う い う ので原因分析される と嫌だ と言っ ている んですか。

○村上委員

いやいや、 嫌ではないんで し ょ う け ど、 やっ ぱ り いろんな見方がある と 思いますよね。

だか ら 。

○岡井委員長

これは、 でも 、 あ く までも脳性麻痺になっ た事例が、 ど う して 、 何が原因でこ う なった

か と い う こ と を分析を して 、 将来そ う い う 事例を減らすためには、 ど う い う こ と をやって

いけばいいのか と い う のを考えるわけで、 その中に 自 分たちが直さ な く ちゃいけない部分

が出てき た ら 、 喜んで直 しますよ と い う 姿勢で入って も らわない と 困 るんです。

○村上委員

はい。

○岡井委員長

文句言わないで く れ と言 う ん じゃ 、 ち ょ っ と 。

○村上委員

そ う い う 職場風土は作 り たいですけ ど。

○鈴木委員

脳性麻痺の機序 と か原因分析に関 しては、 やっ ぱ り 医学が中心になる だろ う と 思 う んで
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すけ ど、 臨床評価 と か再発防止の と こ ろは、 医学的 と い う 言葉の中に 、 助産学的 と い う こ

と を排除する意味ではない と 思いますので、 そ こ は大いに助産学的な意見を出 していただ

かない と 、 妊産婦のためのシステムにはなっていかないん じゃないか と 思 う んですけ どね。

○村上委員

そ う ですね。

○池ノ 上委員長代理

そ う なんですよ 。 だか ら 、 院内助産システムなんてい う の も 、 僕たちの考えでは、 た と

えハイ リ ス ク であっ て も 、 医師が中心になる けれども 、 そ こ にはやっ ぱ り 助産学 と い う の

が入っ て こ ない と 、 ハイ リ ス ク妊娠のケアのクオ リ テ ィ ーは上が ら ない。 日 本の今の現状

はそ う だろ う 。 医者だけが助ける助け る と やっていて も 、 そ こ に満足い く 、 心豊かな 、 す

ば ら しいお産をやるためには、 ど う して も 、 特に 日 本特有の、 古来か らずっ と培われてき

た助産学、 助産の技術と い う のは ど う して も必要だ と い う 時代に、 も う 入っている と思 う

んです。 ですか ら 、 そ う いった こ と を き ちん と評価 しなが ら 、 で も 、 医学的に共有する部

分は、 き ちん と 共有 しなが ら 、 お互いに押さ えていこ う と 。 それが助産院でも 、 やっ ぱ り

同 じ こ と になっ て く る だろ う と い う ふ う な考え方に世の中変わって 、 今いこ う と している

し、 い く べき だ と 思 う んです。

○村上委員

ど う も あ り が と う ご ざいま した。 ち ょ っ と価値観……。 自分 自 身も 、 ち ょ っ と き ちん と

しておき たいこ と も あ り ま したので、 あ り が と う ございま した。 その方向で私も一生懸命

努力 したい と 思います。

○岡井委員長

よ ろ しいですか。 その他については、 も う よ ろ しいですか。 何かございますか。

じゃ あ、 相当時間をオーバー して しまいま したが 、 結構、 実質的な、 いい審議も でき た

し、 重要な と こ ろ も決め させていただき ま したので。

次ですれ 次の 日 禾曵

○後技監

次の 日程は、 5 月 と 6 月 の候補 日 時を机の上に紙を置かせていただき ま したので、 4 月

2 4 日 、 金曜 日 までに 、 フ ァ ク スでご返送いただき ますよ う に、 お願いいた します。

以上です。

○岡井委員長
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次は模擬部会をやる と い う こ と でいいですね。

○上田理事

そ う ですれ はい。

○岡井委員長

先生言われた模擬部会。 じや あ、 3 つ、 仮想事例をつ く っ て も ら っ て。

○是澤 リ ーダー

も し よ ろ しければ、 助産院の症例 と かあ り ま した ら 、 教えていただければ。

○岡井委員長

そ う そ う 。 岡本委員 と かに作っ て も ら っ て。

○岡本委員

助産師さ ん と か と相談 して。

○是澤 リ ーダー

はい。 お願い します。

○上田理事

ど う も あ り が と う ご ざいま した。

○岡井委員長

あ り が と う ございま した。 終わ り です。

- 了 一
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